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おおぐち町民一日議会を開催 
令和5年度当初予算を審議 
一　般　質　問 

空き家対策、税制面での支援を 
終活支援　独自のエンディングノート配布は 
保育料の完全無償化を目指すべき　ほか 

議会あれこれ　地方公営企業会計勉強会を開催 
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議会だより 議会だより 

会議録が閲覧できます 
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

6月定例会予定 
6月 2日（金） 開会・提案説明 
6月 6日（火） 一般質問 
6月 7日（水） 一般質問 
6月 9日（金） 議案質疑 
6月13日（火） 総務建設常任委員会 
6月15日（木） 文教福祉常任委員会 
6月21日（水） 討論・採決・閉会 
※日程は、変更になる場合があります。 
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大口町議会 
ホームページ 
大口町議会 

ホームページ 　新型コロナウイルス感染予防のため傍聴をご遠慮いただく可能性
があります。その際は、Youtubeの大口町議会公式チャンネルにて
生中継を行います（※町ホームページ⇒町議会⇒お知らせ）。 
　詳しくは議会事務局までお問い合わせください。 

6月定例会の傍聴について ※委員会を除く 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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～大口町に期待することは？～ 
　まちかどインタビューでは、毎号2人の住民の方から「大口町に期待すること」について一言を書
いていただき、その思い（または理由）を伺います。その内容については、住民の声として今後の議
会活動の参考にいたします。 

　公園にはベンチや遊具もあり近隣住民や子供たちの
憩いの場となっています。子供や足腰の弱い高齢者も
利用しやすいように洋式トイレの設置をお願いします。 
（関連記事9ページ） 

（木村さん　豊田地区） 

　町内の横断歩道が薄くなっているため見づら
いです。また、夜の横断歩道も見やすくなるよ
うに街路灯の設置もお願いします。 

（榊原さん　余野地区） 

ま ち か ど イ ン タ ビ ュ ー 

住民の方が一日議員となって身近な問題について町長などに質問や提案をしました 
（2月26日　大口町役場議場　おおぐち町民一日議会） 
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デマンドバス運行の考えは 
町長 様々な方向性を考えていきたい 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

バ
ス
停
を
公
共
施
設
な

ど
の
前
に
限
定
し
、
運
行
ル

ー
ト
を
シ
ン
プ
ル
に
す
る
考

え
は
。
 

 

「
公
共
交
通

機
関
の
な
い

ま
ち
に
、
住
民
の
足
と
し
て

バ
ス
を
巡
回
さ
せ
る
こ
と
」

を
目
的
に
発
足
し
て
お
り
、

な
る
べ
く
多
く
の
方
が
利
用

し
や
す
い
よ
う
に
路
線
を
構

成
し
て
い
る
た
め
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。
 

 

町
長
は
、
令
和
4
年
9

月
に
大
口
中
学
校
で
デ

マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て
言
及

さ
れ
た
。
現
時
点
で
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。
 

 

新
し
い
も
の
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
く
精

神
を
子
供
た
ち
に
持
っ
て
も

ら
い
た
い
こ
と
を
主
眼
に
置

き
、
そ
の
例
え
と
し
て
話
を

し
た
。
 

　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
含
め
て

様
々
な
方
向
性
を
考
え
て
い

き
た
い
の
で
、
ご
意
見
が
あ

れ
ば
い
た
だ
き
た
い
。
 

問 

問 

地
域
協
働
部
長 

町
長 

住民の方の足となるように、な
るべく多くの方が利用しやすい
路線としています 

3月定例会の概要 
3月定例会を3月2日から3月23日までの22日間の会期で開催しました。 

○町提出（議案25件、同意1件） 

　【全会一致で可決】大口町一般職の任期付職員の採用に関する条例の一部改正についてほか21議案 

　【賛成多数で可決】大口町国民健康保険税条例の一部改正についてほか3議案 

※賛否の分かれた議案の詳細については11ページをご覧ください。 

○議員・委員会提出（3議案） 

　【全会一致で可決】（議員提出）　政務活動費の交付に関する条例の一部改正ほか2議案 

○一般質問　5人の議員が町政全般にわたり質問しました。【関連記事13～18ページ】 

3月臨時会の概要 
3月臨時会を3月31日に1日の会期で開催しました。 

○町提出（議案1件） 

　【全会一致で可決】　大口町国民健康保険税条例の一部改正について 

（主な内容） 

国民健康保険の保険税負担の公平性の確保及び低所得層の保険税負担の軽減を図ることに伴う改正 

　令和5年2月26日、町制施行60周年記念事業の一つとして「おおぐち町民一日議会」
を開催しました。 
　当日は6人の町民の方が「一日議員」となり、町長などに対して自分たちが住む地域
の課題について質問したり、自身が考える対策やアイデアの提案をしました。 
　当日の様子はユーチューブの大口町議会公式チャンネル（「大口町議会」で検索）
にて公開していますので、ぜひご覧ください。 

町
制
６０
周
年
記
念
事
業
 

お
お
ぐ
ち
町
民
一
日
議
会
を
開
催
 

令
和
6
年
度
か
ら
始
ま

る
第
9
期
介
護
保
険
事

業
計
画
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
料
の
負
担
を
2
割
に
す
る

案
が
出
て
い
る
。
 

　
気
軽
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
1
割
負
担
の

ま
ま
に
で
き
な
い
か
。
 

 

制
度
開
始
か

ら
22
年
が
経

過
し
、
介
護
費
用
の
総
額
が

3
・
7
倍
に
増
え
て
い
る
た

め
、
制
度
継
続
の
た
め
に
は

避
け
ら
れ
な
い
議
論
。
 

　
国
の
審
議
会
で
は
「
負
担

が
増
え
る
事
が
想
定
さ
れ
る

方
々
の
生
活
実
態
を
調
査
し
、

影
響
を
見
極
め
る
必
要
が
あ

る
」
と
い
っ
た
意
見
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
国
の
動
向
を
よ

く
見
な
が
ら
情
報
を
集
め
た

い
。
 

 

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
有
料
化

す
る
案
が
で
て
い
る
が
、

今
ま
で
通
り
無
料
に
な
ら
な

い
か
。
 

 

国
の
専
門
部

会
で
協
議
さ

れ
て
い
た
が
、
委
員
の
意
見

が
大
き
く
分
か
れ
た
た
め
、

「
利
用
者
に
与
え
る
影
響
を

包
括
的
に
検
討
す
る
こ
と
」

と
い
っ
た
意
見
が
付
け
ら
れ
、

次
期
計
画
で
検
討
す
る
よ
う

に
見
送
ら
れ
た
。
 

　
こ
ち
ら
も
国
の
動
向
を
よ

く
見
な
が
ら
情
報
を
集
め
た

い
。
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問 健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

利
用
料
の
負
担
を
1
割
の
ま
ま
に
 

部
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国
の
動
向
を
見
つ
つ
情
報
を
集
め
た
い 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス 

こ
の
ほ
か
リ
ユ
ー
ス
に
関

す
る
質
問
も
あ
り
ま
し
た
 

おおぐち町民一日議会 
「鈴木由美」議員一般質問動画 

おおぐち町民一日議会 
「津田」議員一般質問動画 

氏名 質問項目 ページ 

鈴木由美 

津田三枝子 

鈴木妙子 

水谷由美 

尾上玲子 

松本佳子 

デマンドバス運行の考えは 
リユースについて 

介護保険サービス 
利用料の負担を1割のままに 

英語学習支援 
新しい学習指導要領による対応は 

シティプロモーション 
定住・移住希望者へのサポートは 

周知活動などで野良猫問題解決を 

地域活動のなり手不足への対応は 

3 

4 

5

おおぐち町民一日議会 
二次元コード 

すず き ゆ み 

つ だ み え こ 

すず き たえ こ 

みず たに ゆ み 

おの うえ れい こ 

まつ もと けい こ 
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2
0
2
0
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
る
新
し
い

学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
は
。
 

 

英
語
を
専
門

と
す
る
方
が

少
数
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教

員
間
で
授
業
の
方
法
を
共
有

し
な
が
ら
準
備
し
て
授
業
に

向
き
合
っ
て
い
る
。
 

 

最
近
の
英
語
教
育
に
お

い
て
、
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス

が
大
変
注
目
さ
れ
て
お
り
、

多
く
の
小
中
学
校
で
導
入
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
町

の
取
り
組
み
は
。
 

 

学
校
に
よ
っ

て
異
な
る
が
、

現
在
も
小
学
校
の
授
業
で
行

っ
て
い
る
。
 

 

問 

問 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
対
応
は
 

部
長 

教
員
間
で
英
語
の
授
業
方
法
を
検
討
中 

英
語
学
習
支
援 

周知活動などで野良猫問題解決を 
部長 TNR活動支援と室内飼い推奨を周知 

「
飼
い
猫
は
完
全
室
内

飼
い
」、「
野
良
猫
へ
の

餌
や
り
は
T
N
R
活
動
後
に

行
う
こ
と
」
と
い
っ
た
周
知

活
動
で
野
良
猫
問
題
の
解
決

に
取
り
組
め
な
い
か
。
 

 

現
在
も
年
1

回
、
猫
の
飼

い
方
を
周
知
し
て
い
る
。
 

　
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
広
報
誌
を
活
用
し
て

T
N
R
活
動
の
支
援
と
、
事

故
や
感
染
症
を
防
ぐ
た
め
に

も
飼
い
猫
の
室
内
飼
い
を
推

奨
し
て
い
き
た
い
。
 

 

令
和
4
年
6
月
か
ら
ペ

ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売

さ
れ
る
犬
や
猫
に
は
、
飼
い

主
な
ど
の
情
報
が
登
録
さ
れ

た
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装
着

が
義
務
化
さ
れ
た
。
 

　
災
害
時
な
ど
に
迷
子
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
犬
や
猫
が
、

速
や
か
に
飼
い
主
の
下
へ
戻

れ
る
よ
う
に
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
を
導
入
で
き
な

い
か
。
 

 

災
害
が
起
き
た
と
き

な
ど
に
使
え
る
よ
う

な
体
制
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
。
 

問 

問 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

町
長 

需要に対して供給は少なめ 

定住・移住希望者へのサポートは 
部長 第3期の活動と並行して取り組む 

シティプロモーション 

現
状
、
大
口
町
に
家
を

建
て
て
住
み
た
い
と
思

わ
れ
る
方
が
い
た
場
合
、
住

宅
地
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

そ
の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン

ス
は
ど
の
よ
う
な
現
状
か
。
 

 

本
町
に
は
住

宅
を
比
較
的

自
由
に
建
て
や
す
い
市
街
化

区
域
が
町
全
体
の
約
2
割
し

か
な
く
、
区
画
整
理
事
業
な

ど
に
よ
っ
て
宅
地
化
が
進
ん

だ
こ
と
で
住
宅
を
自
由
に
建

て
ら
れ
る
土
地
は
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
 

 

第
3
期
の
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
戦

略
に
、
定
住
・
移
住
し
た
い

人
た
ち
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
動

に
移
せ
る
よ
う
に
必
要
な
情

報
の
提
供
や
相
談
に
対
応
す

る
体
制
を
整
備
し
、
定
住
・

移
住
希
望
者
の
住
宅
取
得
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
を
つ

く
る
と
あ
る
が
、
今
後
、
そ

の
体
制
や
サ
ポ
ー
ト
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
考
え
か
。
 

 

必
要
な
情
報

の
提
供
や
相

談
体
制
、
住
宅
取
得
の
サ
ポ

ー
ト
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
先

行
し
て
住
宅
取
得
に
対
す
る

経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制

度
を
設
け
て
い
る
が
、
情
報

提
供
や
相
談
体
制
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
第
3
期

の
活
動
と
並
行
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
 

問 

問 ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

地
域
自
治
組
織
の
活
動

が
「
地
域
の
課
題
解
決

の
場
」
と
い
う
本
来
の
目
的

か
ら
ず
れ
て
い
る
部
分
を
感

じ
る
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
を

振
り
返
り
、
ど
れ
く
ら
い
の

町
民
に
目
的
と
活
動
内
容
を

理
解
し
て
い
た
だ
け
て
い
る

の
か
、
町
の
見
解
は
。
 

 

地
域
の
方
々

と
共
に
課
題

を
見
つ
け
る
協
議
や
勉
強
会

を
重
ね
て
き
た
が
、
認
知
度
、

理
解
度
は
個
人
個
人
に
よ
り

差
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
 

 

地
域
の
役
員
や
委
員
の

な
り
手
不
足
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
行
政
の
見

解
と
こ
の
問
題
に
対
し
て
地

域
自
治
組
織
が
果
た
す
役
割

と
は
何
か
。
 

 

多
様
な
働
き

方
や
高
齢
者

世
帯
の
増
加
な
ど
が
地
域
の

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
に
な
っ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
 

　
や
り
が
い
を
持
っ
て
少
し

で
も
地
域
活
動
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
け
る
体
制
づ
く
り
を

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。
 

問 

問 地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
活
動
の
な
り
手
不
足
へ
の
対
応
は
 

部
長 

体
制
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
た
い 

フォニックスとは 
英語のアルファベット

の綴り字と発音との間の
規則を学ぶこと。 

「band」という単語
を用いてフォニックスの
解説をする鈴木妙子一日
議員（左写真） 

TNR活動とは 
野良猫が繁殖しないよう

に捕獲して（Trap）不妊手
術を行い（Neuter）元の場
所に戻す（Return）ことを
いいます おおぐち町民一日議会 

「鈴木妙子」議員一般質問動画 

おおぐち町民一日議会 
「水谷」議員一般質問動画 

おおぐち町民一日議会 
「尾上」議員一般質問動画 

おおぐち町民一日議会 
「松本」議員一般質問動画 

なかちいきさんぽの様子 スマートフォン教室の様子 
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2
0
2
0
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
る
新
し
い

学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
は
。
 

 

英
語
を
専
門

と
す
る
方
が

少
数
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教

員
間
で
授
業
の
方
法
を
共
有

し
な
が
ら
準
備
し
て
授
業
に

向
き
合
っ
て
い
る
。
 

 

最
近
の
英
語
教
育
に
お

い
て
、
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス

が
大
変
注
目
さ
れ
て
お
り
、

多
く
の
小
中
学
校
で
導
入
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
町

の
取
り
組
み
は
。
 

 

学
校
に
よ
っ

て
異
な
る
が
、

現
在
も
小
学
校
の
授
業
で
行

っ
て
い
る
。
 

 

問 

問 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
対
応
は
 

部
長 

教
員
間
で
英
語
の
授
業
方
法
を
検
討
中 

英
語
学
習
支
援 

周知活動などで野良猫問題解決を 
部長 TNR活動支援と室内飼い推奨を周知 

「
飼
い
猫
は
完
全
室
内

飼
い
」、「
野
良
猫
へ
の

餌
や
り
は
T
N
R
活
動
後
に

行
う
こ
と
」
と
い
っ
た
周
知

活
動
で
野
良
猫
問
題
の
解
決

に
取
り
組
め
な
い
か
。
 

 

現
在
も
年
1

回
、
猫
の
飼

い
方
を
周
知
し
て
い
る
。
 

　
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
広
報
誌
を
活
用
し
て

T
N
R
活
動
の
支
援
と
、
事

故
や
感
染
症
を
防
ぐ
た
め
に

も
飼
い
猫
の
室
内
飼
い
を
推

奨
し
て
い
き
た
い
。
 

 

令
和
4
年
6
月
か
ら
ペ

ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売

さ
れ
る
犬
や
猫
に
は
、
飼
い

主
な
ど
の
情
報
が
登
録
さ
れ

た
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装
着

が
義
務
化
さ
れ
た
。
 

　
災
害
時
な
ど
に
迷
子
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
犬
や
猫
が
、

速
や
か
に
飼
い
主
の
下
へ
戻

れ
る
よ
う
に
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
を
導
入
で
き
な

い
か
。
 

 

災
害
が
起
き
た
と
き

な
ど
に
使
え
る
よ
う

な
体
制
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
。
 

問 

問 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

町
長 

需要に対して供給は少なめ 

定住・移住希望者へのサポートは 
部長 第3期の活動と並行して取り組む 

シティプロモーション 

現
状
、
大
口
町
に
家
を

建
て
て
住
み
た
い
と
思

わ
れ
る
方
が
い
た
場
合
、
住

宅
地
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

そ
の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン

ス
は
ど
の
よ
う
な
現
状
か
。
 

 

本
町
に
は
住

宅
を
比
較
的

自
由
に
建
て
や
す
い
市
街
化

区
域
が
町
全
体
の
約
2
割
し

か
な
く
、
区
画
整
理
事
業
な

ど
に
よ
っ
て
宅
地
化
が
進
ん

だ
こ
と
で
住
宅
を
自
由
に
建

て
ら
れ
る
土
地
は
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
 

 

第
3
期
の
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
戦

略
に
、
定
住
・
移
住
し
た
い

人
た
ち
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
動

に
移
せ
る
よ
う
に
必
要
な
情

報
の
提
供
や
相
談
に
対
応
す

る
体
制
を
整
備
し
、
定
住
・

移
住
希
望
者
の
住
宅
取
得
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
を
つ

く
る
と
あ
る
が
、
今
後
、
そ

の
体
制
や
サ
ポ
ー
ト
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
考
え
か
。
 

 

必
要
な
情
報

の
提
供
や
相

談
体
制
、
住
宅
取
得
の
サ
ポ

ー
ト
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
先

行
し
て
住
宅
取
得
に
対
す
る

経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制

度
を
設
け
て
い
る
が
、
情
報

提
供
や
相
談
体
制
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
第
3
期

の
活
動
と
並
行
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
 

問 

問 ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

地
域
自
治
組
織
の
活
動

が
「
地
域
の
課
題
解
決

の
場
」
と
い
う
本
来
の
目
的

か
ら
ず
れ
て
い
る
部
分
を
感

じ
る
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
を

振
り
返
り
、
ど
れ
く
ら
い
の

町
民
に
目
的
と
活
動
内
容
を

理
解
し
て
い
た
だ
け
て
い
る

の
か
、
町
の
見
解
は
。
 

 

地
域
の
方
々

と
共
に
課
題

を
見
つ
け
る
協
議
や
勉
強
会

を
重
ね
て
き
た
が
、
認
知
度
、

理
解
度
は
個
人
個
人
に
よ
り

差
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
 

 

地
域
の
役
員
や
委
員
の

な
り
手
不
足
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
行
政
の
見

解
と
こ
の
問
題
に
対
し
て
地

域
自
治
組
織
が
果
た
す
役
割

と
は
何
か
。
 

 

多
様
な
働
き

方
や
高
齢
者

世
帯
の
増
加
な
ど
が
地
域
の

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
に
な
っ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
 

　
や
り
が
い
を
持
っ
て
少
し

で
も
地
域
活
動
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
け
る
体
制
づ
く
り
を

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。
 

問 

問 地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
活
動
の
な
り
手
不
足
へ
の
対
応
は
 

部
長 

体
制
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
た
い 

フォニックスとは 
英語のアルファベット

の綴り字と発音との間の
規則を学ぶこと。 

「band」という単語
を用いてフォニックスの
解説をする鈴木妙子一日
議員（左写真） 

TNR活動とは 
野良猫が繁殖しないよう

に捕獲して（Trap）不妊手
術を行い（Neuter）元の場
所に戻す（Return）ことを
いいます おおぐち町民一日議会 

「鈴木妙子」議員一般質問動画 

おおぐち町民一日議会 
「水谷」議員一般質問動画 

おおぐち町民一日議会 
「尾上」議員一般質問動画 

おおぐち町民一日議会 
「松本」議員一般質問動画 
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町内企業再投資 促進事業に約12億円 
～企業の流出防止などのため 

令和5年度 
一般会計 

予算 町内企業の再投資に補助金を交付～ 

将
来
を
見
据
え
た
投
資
で
過
去
最
大
の
1
1
1
億
7
千
万
円
 

対
前
年
度
13 
億
5
千
万
円（
13 
・
7
%
）の
増
額
 

一
般
会
計
予
算 

　
歳
入
で
は
企
業
収
益
の
改
善
に
よ

る
法
人
町
民
税
や
、
工
場
等
の
新
増

築
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
増
加
に
よ

り
町
税
が
約
5
億
円
（
9
・
2
%
）、

町
内
企
業
再
投
資
促
進
事
業
に
対
す

る
補
助
金
に
よ
り
県
支
出
金
が
約
3

億
6
千
万
円
（
45
%
）、
財
政
調
整

基
金
の
繰
入
れ
な
ど
に
よ
り
繰
入
金

が
約
4
億
5
千
万
円
（
64
・
6
%
）

増
加
し
て
い
ま
す
。
 

　
歳
出
で
は
、
職
員
が
事
務
で
使
用

す
る
パ
ソ
コ
ン
や
住
民
情
報
な
ど
を

扱
う
基
幹
業
務
用
機
器
の
更
新
な
ど

に
よ
り
、
普
通
建
設
事
業
費
が
約
2

億
円
（
対
前
年
度
18
・
8
%
）、
町

内
企
業
再
投
資
促
進
事
業
（
約
7
億

円
）
に
よ
り
補
助
費
な
ど
が
約
8
億

円
（
対
前
年
度
46
%
）
増
加
、
法
人

町
民
税
の
一
定
額
を
超
え
た
分
を
基

金
に
積
み
立
て
る
本
町
独
自
の
ル
ー

ル
に
基
づ
く
積
み
立
て
な
ど
に
よ
り
、

積
立
金
が
約
2
億
円
（
63
・
6
%
）

増
加
し
て
い
ま
す
。
 

令和5年度当初予算総額 
（カッコ内は当初予算比。1万円未満切り捨て） 

 一般会計　　111億7000万円（13億5000万円増、13.7%増） 
特別会計　　 39億3770万円（ 8億3743万円減、17.5%減） 
企業会計　　 13億6281万円（新設） 

合　　計　　164億7052万円（18億7538万円増、12.8%増） 
※5年度より下水道事業が特別会計から企業会計に変更されました。 
※特別会計には、土地取得特別会計、国際交流事業会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、

介護保険特別会計、次世代育成事業特別会計が含まれています。 

町内企業投資促進事業 
12億1269万円 

（県補助金　6億634万円） 
　長年にわたり地域の経済・雇用の基盤を支えて
いる企業の流出防止および雇用の維持拡大を図る
ため、町内企業の再投資に対して補助金を交付し
ます。（関連記事8ページ） 

地方道路等整備事業 
2億2222万円 

（基金繰入金1億1000万円　地方債1億円） 
　道路の改良により、安全で安心な生活環境を確
保します。国道155号の4車線化に合わせた周辺道
路の整備や、右折帯の設置、道路拡幅工事を行い
ます。 

遊具更新工事 
841万円 

　子どもをはじめ利用者の安全確保を優先するため、
施設の安全性や機能が失われないよう遊具の更新
を行います。 
■対象 
・複合遊具入替工事（小口城址公園） 
・滑り台入替工事（上小口西児童遊園）ほか 
　（関連記事9ページ） 

子ども医療費 
1億6800万円 

（国・県補助金　3931万円） 
　出生から中学生までの通院・入院医療費と高校
生世代の入院医療費を助成対象としてきましたが、
令和5年度から高校生世代の通院医療費を助成対
象に加えます。 

西児童クラブ新設工事設計 
1790万円 

（基金繰入金　1790万円） 
　西小学校区内にある2つの児童クラブ利用者が
増え、定員を超える状況にあるため、西児童クラ
ブを新設するための設計を行います。 
（関連記事8ページ） 

帯状疱疹ワクチン接種費用補助 
383万円 

　帯状疱疹及び帯状疱疹後神経痛の発症を予防す
ることを目的に予防接種に係る費用の一部を助成
します。 
■対象 
・50歳以上で本町にお住まいの方 
　（関連記事8ページ） 

継続 継続 

継続 新規 

新規 新規 たい じょう ほう しん 
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町内企業再投資 促進事業に約12億円 
～企業の流出防止などのため 

令和5年度 
一般会計 

予算 町内企業の再投資に補助金を交付～ 

将
来
を
見
据
え
た
投
資
で
過
去
最
大
の
1
1
1
億
7
千
万
円
 

対
前
年
度
13 
億
5
千
万
円（
13 
・
7
%
）の
増
額
 

一
般
会
計
予
算 

　
歳
入
で
は
企
業
収
益
の
改
善
に
よ

る
法
人
町
民
税
や
、
工
場
等
の
新
増

築
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
増
加
に
よ

り
町
税
が
約
5
億
円
（
9
・
2
%
）、

町
内
企
業
再
投
資
促
進
事
業
に
対
す

る
補
助
金
に
よ
り
県
支
出
金
が
約
3

億
6
千
万
円
（
45
%
）、
財
政
調
整

基
金
の
繰
入
れ
な
ど
に
よ
り
繰
入
金

が
約
4
億
5
千
万
円
（
64
・
6
%
）

増
加
し
て
い
ま
す
。
 

　
歳
出
で
は
、
職
員
が
事
務
で
使
用

す
る
パ
ソ
コ
ン
や
住
民
情
報
な
ど
を

扱
う
基
幹
業
務
用
機
器
の
更
新
な
ど

に
よ
り
、
普
通
建
設
事
業
費
が
約
2

億
円
（
対
前
年
度
18
・
8
%
）、
町

内
企
業
再
投
資
促
進
事
業
（
約
7
億

円
）
に
よ
り
補
助
費
な
ど
が
約
8
億

円
（
対
前
年
度
46
%
）
増
加
、
法
人

町
民
税
の
一
定
額
を
超
え
た
分
を
基

金
に
積
み
立
て
る
本
町
独
自
の
ル
ー

ル
に
基
づ
く
積
み
立
て
な
ど
に
よ
り
、

積
立
金
が
約
2
億
円
（
63
・
6
%
）

増
加
し
て
い
ま
す
。
 

令和5年度当初予算総額 
（カッコ内は当初予算比。1万円未満切り捨て） 

 一般会計　　111億7000万円（13億5000万円増、13.7%増） 
特別会計　　 39億3770万円（ 8億3743万円減、17.5%減） 
企業会計　　 13億6281万円（新設） 

合　　計　　164億7052万円（18億7538万円増、12.8%増） 
※5年度より下水道事業が特別会計から企業会計に変更されました。 
※特別会計には、土地取得特別会計、国際交流事業会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、

介護保険特別会計、次世代育成事業特別会計が含まれています。 

町内企業投資促進事業 
12億1269万円 

（県補助金　6億634万円） 
　長年にわたり地域の経済・雇用の基盤を支えて
いる企業の流出防止および雇用の維持拡大を図る
ため、町内企業の再投資に対して補助金を交付し
ます。（関連記事8ページ） 

地方道路等整備事業 
2億2222万円 

（基金繰入金1億1000万円　地方債1億円） 
　道路の改良により、安全で安心な生活環境を確
保します。国道155号の4車線化に合わせた周辺道
路の整備や、右折帯の設置、道路拡幅工事を行い
ます。 

遊具更新工事 
841万円 

　子どもをはじめ利用者の安全確保を優先するため、
施設の安全性や機能が失われないよう遊具の更新
を行います。 
■対象 
・複合遊具入替工事（小口城址公園） 
・滑り台入替工事（上小口西児童遊園）ほか 
　（関連記事9ページ） 

子ども医療費 
1億6800万円 

（国・県補助金　3931万円） 
　出生から中学生までの通院・入院医療費と高校
生世代の入院医療費を助成対象としてきましたが、
令和5年度から高校生世代の通院医療費を助成対
象に加えます。 

西児童クラブ新設工事設計 
1790万円 

（基金繰入金　1790万円） 
　西小学校区内にある2つの児童クラブ利用者が
増え、定員を超える状況にあるため、西児童クラ
ブを新設するための設計を行います。 
（関連記事8ページ） 

帯状疱疹ワクチン接種費用補助 
383万円 

　帯状疱疹及び帯状疱疹後神経痛の発症を予防す
ることを目的に予防接種に係る費用の一部を助成
します。 
■対象 
・50歳以上で本町にお住まいの方 
　（関連記事8ページ） 
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問 □ 

答 □ 
問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 
答 □ 

問 □ 

答 □ 

質疑
あれこれ
本会議での議案質疑、及び
総務建設、文教福祉の各常
任委員会での主な質疑を掲
載します。 

質疑
あれこれ

情
報
系
及
び
基
幹
系
の

シ
ス
テ
ム
運
営
事
業
で
は
、

と
も
に
パ
ソ
コ
ン
等
の
電
算

機
器
を
一
斉
に
更
新
す
る
。
 

　
3
億
2
9
2
4
万
円
と
大

き
な
額
だ
が
更
新
の
必
要
性

は
何
か
。
 

 

機
器
が
耐
用
年
数
（
5

年
）
を
迎
え
る
こ
と
や
、
5

年
度
か
ら
6
年
度
に
か
け
て

国
が
進
め
る
標
準
シ
ス
テ
ム

へ
の
移
行
と
、
住
民
情
報
を

扱
う
シ
ス
テ
ム
分
を
ガ
バ
メ

ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
上
へ
移
行
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
必
要

な
機
器
一
式
を
更
新
。
 

耐用年数により更新予定の事
務用パソコン 

利用者が増え手狭になった西児童センター 画面の右半分が正常に表示できなくなったタブレット 

設置から年数が経ち、老朽化しているため更新を予定している小口城址公園の遊具 

西
児
童
ク
ラ
ブ
棟
を
西

小
学
校
敷
地
内
に
新
設
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
待
機
児
童

は
い
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、

新
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経

緯
と
具
体
的
な
建
設
の
場
所

や
規
模
の
ほ
か
、
ど
ん
な
機

能
を
有
し
た
計
画
を
立
て
て

い
る
の
か
。
 

 

西
児
童
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
が
増
え
、
本
来
の
役
割

で
あ
る
自
由
来
館
や
子
育
て

支
援
に
も
影
響
が
出
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
新
設
を
計
画

し
た
。
 

　
建
設
場
所
は
、
現
在
西
小

学
校
改
修
工
事
の
工
事
事
務

所
の
辺
り
を
予
定
し
て
お
り
、

木
造
2
階
建
て
約
5
0
0
㎡
、

通
常
利
用
と
し
て
3
部
屋
（
定

員
各
40
人
）
の
ほ
か
、
一
時

利
用
な
ど
の
た
め
1
部
屋
を

設
置
す
る
計
画
。
 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
の
助
成
は
ど
の
程
度

見
込
ん
で
い
る
の
か
。
 

 

町
内
在
住
の
50
歳
以
上

の
方
の
う
ち
、
3
%
ほ
ど
の

方
を
見
込
み
3
1
9
人
分
を

計
上
し
て
い
る
。
 

 

ガバメントクラウド
とは 

国が提供する安全対策
の施されたネットワーク
により、基幹業務と呼ばれ
る住民基本台帳や税など
の業務をオンラインで利
用するサービスのこと 

町
内
企
業
再
投
資
促
進

事
業
で
は
、
4
社
に
約
12
億

円
を
補
助
し
、
そ
の
う
ち
約

6
億
円
を
町
が
負
担
す
る
と

い
う
こ
と
な
る
が
、
将
来
的

に
ど
の
ぐ
ら
い
の
リ
タ
ー
ン

を
考
え
て
い
る
の
か
。
 

 

建
物
の
新
増
築
の
取
得

が
約
1
1
0
億
円
、
償
却
資

産
の
取
得
に
関
す
る
も
の
が

41
億
円
ほ
ど
で
、
合
計
1
5
 

1
億
円
の
投
資
が
さ
れ
る
見

込
み
。
 

　
あ
く
ま
で
も
推
計
だ
が
、

今
回
の
1
5
1
億
円
に
対
す

る
固
定
資
産
税
収
と
し
て
は
、

約
1
億
6
千
万
円
。
 

　
建
物
は
、
45
年
間
か
け
て

残
存
価
額
が
20
%
に
な
る
ま

で
減
価
償
却
を
す
る
た
め
、

来
年
度
か
ら
45
年
後
ま
で
の

間
に
1
億
6
千
万
円
か
ら
3

千
万
円
に
緩
や
か
に
落
ち
て

い
く
。
 

　
よ
っ
て
、
こ
の
45
年
間
で

36
億
円
か
ら
40
億
円
程
度
の

固
定
資
産
税
収
に
な
る
も
の

と
推
測
し
て
い
る
。
 

 

公
園
ト
イ
レ
改
修
工
事

費
2
0
0
万
円
及
び
遊
具
更

新
工
事
費
8
4
0
万
8
千
円

に
つ
い
て
計
画
の
概
要
は
。
 

 

令
和
5
年
度
は
、
小
口

城
址
公
園
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ

ョ
ン
遊
具
の
更
新
を
は
じ
め
、

各
公
園
の
遊
具
を
更
新
す
る
。
 

　
今
後
、
9
か
年
を
か
け
て

遊
具
を
更
新
し
、
ト
イ
レ
の

洋
式
化
に
つ
い
て
も
5
年
か

け
て
対
応
す
る
計
画
。
 

 

小
中
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
つ
い
て
、
破
損
し
た
場

合
は
修
繕
す
る
よ
り
も
購
入

の
方
が
安
く
な
る
と
の
こ
と

だ
が
、
今
年
度
修
繕
し
た
数

と
そ
の
内
容
は
。
 

 

キ
ー
ボ
ー
ド
の
キ
ー
が

外
れ
た
と
か
、
カ
バ
ー
の
爪

が
折
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
っ

た
内
容
の
修
繕
で
、
費
用
は

4
台
で
約
12
万
円
。
そ
の
他

に
17
台
の
修
理
見
積
を
し
た

が
、
概
ね
8
万
円
前
後
の
費

用
が
掛
か
り
、
最
も
高
い
も

の
で
約
18
万
円
と
な
っ
た
た

め
購
入
す
る
こ
と
に
し
た
。

破
損
の
原
因
は
落
下
に
よ
る

画
面
の
破
損
や
カ
バ
ン
の
中

で
水
筒
の
水
漏
れ
に
よ
る
も

の
。
  

中
学
校
の
部
活
動
に
英

会
話
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
3

年
経
つ
が
、
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
る
か
。
 

 

部
活
動
終
了
後
に
、
英

語
に
興
味
に
あ
る
生
徒
た
ち

が
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
な
ど

を
利
用
し
な
が
ら
勉
強
し
て

い
る
。
中
に
は
英
検
2
級
に

合
格
す
る
生
徒
も
い
る
と
聞

い
て
お
り
、
そ
の
成
果
は
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
 

 

物
価
が
高
騰
し
て
い
る

が
、
給
食
の
賄
材
料
費
は
不

足
し
な
い
か
。
 

 

現
在
の
給
食
費
で
収
め

る
こ
と
は
厳
し
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
栄
養
教
諭
な

ど
と
協
力
し
て
献
立
を
工
夫

す
る
な
ど
栄
養
摂
取
基
準
と

質
を
保
て
る
よ
う
努
力
し
た

い
。
な
お
、
予
算
が
不
足
す

る
場
合
は
補
正
予
算
で
対
応

す
る
。
 

 

ま
か
な
い
 

電
算
機
器
更
新
の
必
要
性
は
 

令
和
5
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
 

西
児
童
ク
ラ
ブ
新
設
の
経
緯
は
 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
助
成
の
見
込
み
は
 

再
投
資
促
進
事
業
の
将
来
的
効
果
は
 

公
園
改
修
工
事
な
ど
計
画
の
概
要
は
 

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
修
繕
数
と
そ
の
内
容
は
 

英
会
話
活
動
の
評
価
は
 

給
食
へ
の
物
価
高
騰
の
影
響
は
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問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

質疑
あれこれ
本会議での議案質疑、及び
総務建設、文教福祉の各常
任委員会での主な質疑を掲
載します。 

質疑
あれこれ

情
報
系
及
び
基
幹
系
の

シ
ス
テ
ム
運
営
事
業
で
は
、

と
も
に
パ
ソ
コ
ン
等
の
電
算

機
器
を
一
斉
に
更
新
す
る
。
 

　
3
億
2
9
2
4
万
円
と
大

き
な
額
だ
が
更
新
の
必
要
性

は
何
か
。
 

 

機
器
が
耐
用
年
数
（
5

年
）
を
迎
え
る
こ
と
や
、
5

年
度
か
ら
6
年
度
に
か
け
て

国
が
進
め
る
標
準
シ
ス
テ
ム

へ
の
移
行
と
、
住
民
情
報
を

扱
う
シ
ス
テ
ム
分
を
ガ
バ
メ

ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
上
へ
移
行
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
必
要

な
機
器
一
式
を
更
新
。
 

耐用年数により更新予定の事
務用パソコン 

利用者が増え手狭になった西児童センター 画面の右半分が正常に表示できなくなったタブレット 

設置から年数が経ち、老朽化しているため更新を予定している小口城址公園の遊具 

西
児
童
ク
ラ
ブ
棟
を
西

小
学
校
敷
地
内
に
新
設
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
待
機
児
童

は
い
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、

新
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経

緯
と
具
体
的
な
建
設
の
場
所

や
規
模
の
ほ
か
、
ど
ん
な
機

能
を
有
し
た
計
画
を
立
て
て

い
る
の
か
。
 

 

西
児
童
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
が
増
え
、
本
来
の
役
割

で
あ
る
自
由
来
館
や
子
育
て

支
援
に
も
影
響
が
出
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
新
設
を
計
画

し
た
。
 

　
建
設
場
所
は
、
現
在
西
小

学
校
改
修
工
事
の
工
事
事
務

所
の
辺
り
を
予
定
し
て
お
り
、

木
造
2
階
建
て
約
5
0
0
㎡
、

通
常
利
用
と
し
て
3
部
屋
（
定

員
各
40
人
）
の
ほ
か
、
一
時

利
用
な
ど
の
た
め
1
部
屋
を

設
置
す
る
計
画
。
 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
の
助
成
は
ど
の
程
度

見
込
ん
で
い
る
の
か
。
 

 

町
内
在
住
の
50
歳
以
上

の
方
の
う
ち
、
3
%
ほ
ど
の

方
を
見
込
み
3
1
9
人
分
を

計
上
し
て
い
る
。
 

 

ガバメントクラウド
とは 

国が提供する安全対策
の施されたネットワーク
により、基幹業務と呼ばれ
る住民基本台帳や税など
の業務をオンラインで利
用するサービスのこと 

町
内
企
業
再
投
資
促
進

事
業
で
は
、
4
社
に
約
12
億

円
を
補
助
し
、
そ
の
う
ち
約

6
億
円
を
町
が
負
担
す
る
と

い
う
こ
と
な
る
が
、
将
来
的

に
ど
の
ぐ
ら
い
の
リ
タ
ー
ン

を
考
え
て
い
る
の
か
。
 

 

建
物
の
新
増
築
の
取
得

が
約
1
1
0
億
円
、
償
却
資

産
の
取
得
に
関
す
る
も
の
が

41
億
円
ほ
ど
で
、
合
計
1
5
 

1
億
円
の
投
資
が
さ
れ
る
見

込
み
。
 

　
あ
く
ま
で
も
推
計
だ
が
、

今
回
の
1
5
1
億
円
に
対
す

る
固
定
資
産
税
収
と
し
て
は
、

約
1
億
6
千
万
円
。
 

　
建
物
は
、
45
年
間
か
け
て

残
存
価
額
が
20
%
に
な
る
ま

で
減
価
償
却
を
す
る
た
め
、

来
年
度
か
ら
45
年
後
ま
で
の

間
に
1
億
6
千
万
円
か
ら
3

千
万
円
に
緩
や
か
に
落
ち
て

い
く
。
 

　
よ
っ
て
、
こ
の
45
年
間
で

36
億
円
か
ら
40
億
円
程
度
の

固
定
資
産
税
収
に
な
る
も
の

と
推
測
し
て
い
る
。
 

 

公
園
ト
イ
レ
改
修
工
事

費
2
0
0
万
円
及
び
遊
具
更

新
工
事
費
8
4
0
万
8
千
円

に
つ
い
て
計
画
の
概
要
は
。
 

 

令
和
5
年
度
は
、
小
口

城
址
公
園
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ

ョ
ン
遊
具
の
更
新
を
は
じ
め
、

各
公
園
の
遊
具
を
更
新
す
る
。
 

　
今
後
、
9
か
年
を
か
け
て

遊
具
を
更
新
し
、
ト
イ
レ
の

洋
式
化
に
つ
い
て
も
5
年
か

け
て
対
応
す
る
計
画
。
 

 

小
中
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
つ
い
て
、
破
損
し
た
場

合
は
修
繕
す
る
よ
り
も
購
入

の
方
が
安
く
な
る
と
の
こ
と

だ
が
、
今
年
度
修
繕
し
た
数

と
そ
の
内
容
は
。
 

 

キ
ー
ボ
ー
ド
の
キ
ー
が

外
れ
た
と
か
、
カ
バ
ー
の
爪

が
折
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
っ

た
内
容
の
修
繕
で
、
費
用
は

4
台
で
約
12
万
円
。
そ
の
他

に
17
台
の
修
理
見
積
を
し
た

が
、
概
ね
8
万
円
前
後
の
費

用
が
掛
か
り
、
最
も
高
い
も

の
で
約
18
万
円
と
な
っ
た
た

め
購
入
す
る
こ
と
に
し
た
。

破
損
の
原
因
は
落
下
に
よ
る

画
面
の
破
損
や
カ
バ
ン
の
中

で
水
筒
の
水
漏
れ
に
よ
る
も

の
。
  

中
学
校
の
部
活
動
に
英

会
話
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
3

年
経
つ
が
、
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
る
か
。
 

 

部
活
動
終
了
後
に
、
英

語
に
興
味
に
あ
る
生
徒
た
ち

が
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
な
ど

を
利
用
し
な
が
ら
勉
強
し
て

い
る
。
中
に
は
英
検
2
級
に

合
格
す
る
生
徒
も
い
る
と
聞

い
て
お
り
、
そ
の
成
果
は
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
 

 

物
価
が
高
騰
し
て
い
る

が
、
給
食
の
賄
材
料
費
は
不

足
し
な
い
か
。
 

 

現
在
の
給
食
費
で
収
め

る
こ
と
は
厳
し
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
栄
養
教
諭
な

ど
と
協
力
し
て
献
立
を
工
夫

す
る
な
ど
栄
養
摂
取
基
準
と

質
を
保
て
る
よ
う
努
力
し
た

い
。
な
お
、
予
算
が
不
足
す

る
場
合
は
補
正
予
算
で
対
応

す
る
。
 

 

ま
か
な
い
 

電
算
機
器
更
新
の
必
要
性
は
 

令
和
5
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
 

西
児
童
ク
ラ
ブ
新
設
の
経
緯
は
 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
助
成
の
見
込
み
は
 

再
投
資
促
進
事
業
の
将
来
的
効
果
は
 

公
園
改
修
工
事
な
ど
計
画
の
概
要
は
 

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
修
繕
数
と
そ
の
内
容
は
 

英
会
話
活
動
の
評
価
は
 

給
食
へ
の
物
価
高
騰
の
影
響
は
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問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 
答 □ 

問 □ 

答 □ 

定例会で賛否の分かれた議案 定例会で賛否の分かれた議案 定例会で賛否の分かれた議案 
こ
の
条
例
は
令
和
5
年

4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
こ
の
議
案
の
提
出

日
の
3
月
2
日
に
遡
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。
 

 

国
の
方
針
で
4
月
1
日

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
施
行

日
を
遡
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

 

基
本
的
に
は
全
て
の
人

の
保
険
税
が
上
が
る
が
、
仮

に
同
じ
所
得
の
場
合
ど
の
程

度
影
響
が
あ
る
の
か
。
 

 

令
和
4
年
11
月
末
現
在

の
試
算
で
は
年
間
約
4
千
円

増
え
る
見
込
み
。
 

 

北
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用

者
急
増
の
た
め
定
員
を
25
人

増
や
す
が
、
そ
の
た
め
に
一

時
利
用
者
の
部
屋
を
利
用
す

る
と
の
こ
と
。
今
後
、
一
時

利
用
者
の
た
め
の
部
屋
は
確

保
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
定

員
が
増
え
る
こ
と
で
職
員
も

増
員
す
る
の
か
。
 

 

現
状
、
一
時
利
用
者
も

そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
の
中
に
入

り
、
一
時
利
用
者
の
部
屋
自

体
も
通
常
の
ク
ラ
ブ
の
1
部

屋
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
 

　
現
在
の
状
況
に
併
せ
て
改

正
す
る
た
め
、
支
援
員
を
増

員
す
る
必
要
は
な
い
。
 

小
規
模
企
業
等
振
興
資

金
融
資
保
証
料
返
戻
金
の
追

加
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

資
金
融
資
保
証
料
の
返
戻
金

の
追
加
な
ど
返
戻
金
の
発
生

は
、
繰
上
償
還
か
借
り
換
え

が
考
え
ら
れ
る
。
 

　
今
の
経
済
状
況
で
借
り
換

え
に
よ
る
返
戻
金
が
発
生
し

て
い
る
な
ら
ば
、
町
内
の
中

小
企
業
も
苦
し
い
と
こ
ろ
が

出
て
き
て
い
る
と
思
う
が
。
 

 

借
り
換
え
に
よ
る
も
の

が
非
常
に
多
い
と
い
う
認
識

を
持
っ
て
い
る
。
 

　
こ
れ
ら
の
融
資
制
度
の
据

え
置
き
期
間
が
3
年
間
あ
り
、

コ
ロ
ナ
が
始
ま
っ
た
令
和
2

年
に
借
り
入
れ
た
企
業
が
今

年
か
ら
返
済
が
始
ま
る
。
 

　
業
績
が
回
復
し
づ
ら
い
場

合
に
伴
走
型
と
い
う
融
資
に

借
り
換
え
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
こ
こ
か
ら
据
置
期
間
を
5

年
間
に
伸
ば
す
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
こ
の
借
り
換
え
に

よ
っ
て
こ
の
返
戻
金
が
生
じ

て
い
る
と
い
う
例
が
非
常
に

多
い
。
 

国
保
税
の
増
税
中
止
を
 

吉
田
　
正
 

　
都
道
府
県
化
し
て
か
ら
5

年
連
続
の
値
上
げ
。
 

　
国
保
に
は
様
々
な
問
題
が

あ
る
が
、
中
で
も
子
供
が
増

え
る
と
負
担
額
も
増
え
る
制

度
は
廃
止
す
べ
き
。
 

　
こ
れ
以
上
の
値
上
げ
中
止

を
求
め
る
。
 

　
被
保
険
者
の
負
担
増
な
ど

に
十
分
留
意
し
た
上
で
、
必

要
な
保
険
税
率
等
を
改
正
。
 

（
関
連
ぺ
ー
ジ
　
10
）
 

反
対
 

負
担
増
を
最
小
限
に
抑
え
た
 

佐
名
か
よ
子
 

　
国
保
の
税
率
は
被
保
険
者

の
負
担
増
を
抑
え
な
が
ら
段

階
的
に
改
定
さ
れ
て
お
り
、

今
回
の
改
正
も
負
担
増
を
最

小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
見
て

取
れ
る
。
 

　
国
民
健
康
保
険
の
安
定
し

た
運
営
を
継
続
す
る
た
め
に

必
要
な
改
正
。
 

賛
成
 

①
保
険
税
率
等
を
改
正
 

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
の
討
論
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
 

誰
も
が
納
得
で
き
る
説
明
を
 

江
幡
満
世
志
 

　
歳
出
予
算
に
お
い
て
説
明

が
不
明
瞭
な
も
の
や
、
事
前

に
議
会
に
説
明
又
は
報
告
が

あ
っ
て
し
か
る
べ
き
も
の
が

あ
る
な
ど
、
疑
問
に
思
う
も

の
が
あ
る
た
め
、
誰
も
が
納

得
で
き
る
説
明
を
。
 

（
関
連
ペ
ー
ジ
　
6
〜
9
）
 

反
対
 

将
来
を
見
据
え
た
予
算
編
成
 

江
口
昌
史
 

　
企
業
誘
致
施
策
が
着
実
に

実
を
結
ん
で
お
り
、
本
町
の

財
政
基
盤
は
強
固
な
も
の
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
 

　
ま
た
、
物
価
高
騰
に
よ
り

町
民
生
活
が
影
響
を
受
け
る

中
、
子
供
の
通
院
医
療
費
助

成
を
高
校
生
世
代
ま
で
拡
大

す
る
こ
と
や
、
出
産
子
育
て

応
援
交
付
金
の
新
設
に
よ
る

子
育
て
世
帯
の
支
援
な
ど
は
、

将
来
を
見
据
え
た
適
切
な
予

算
編
成
と
言
え
る
。
 

賛
成
 

②
5
年
度
一
般
会
計
予
算
 

国
保
税
の
引
き
上
げ
中
止
を
 

無
職
の
高
齢
者
の
負
担
軽
減
を
 

吉
田
　
正
 

　
同
じ
家
族
構
成
、
同
じ
所

得
で
国
保
税
と
協
会
け
ん
ぽ

の
保
険
料
を
比
較
す
る
と
、

国
保
税
の
負
担
は
約
2
倍
に

な
っ
て
い
る
。
 

　
こ
れ
以
上
、
国
保
税
の
引

き
上
げ
を
行
わ
な
い
よ
う
に
。
 

5
年
度
予
算
 

19
億
2
1
0
0
万
円
 

（
対
前
年
度
1
7
7
0
万
円
 

0
・
9
%
の
増
加
）
 

反
対
 

保
険
財
政
の
安
定
化
に
必
要
 

伊
藤
　
浩
 

　
被
保
険
者
の
高
齢
化
や
医

療
の
高
度
化
に
よ
り
、
1
人

当
た
り
の
医
療
費
は
増
加
傾

向
。
 

　
国
保
税
は
、
持
続
可
能
な

制
度
運
営
を
す
る
た
め
に
重

要
な
財
源
で
あ
る
。
 

　
予
算
の
内
容
は
保
険
財
政

の
安
定
化
と
被
保
険
者
の
健

康
を
維
持
、
増
進
す
る
意
図

が
あ
る
と
読
み
取
れ
る
も
の

で
妥
当
で
あ
る
。
 

賛
成
 

③
5
年
度
国
保
予
算
 

吉
田
　
正
 

　
令
和
2
年
度
ま
で
に
均
等

割
の
軽
減
が
縮
小
さ
れ
、
保

険
料
が
大
幅
に
増
加
し
た
。
 

　
高
齢
者
の
多
く
は
無
職
の

人
た
ち
で
あ
る
た
め
、
こ
の

よ
う
な
人
た
ち
か
ら
均
等
割

な
ど
で
保
険
料
を
徴
収
す
る

こ
と
自
体
が
間
違
い
。
 

5
年
度
予
算
 

3
億
6
7
5
5
万
円
 

（
対
前
年
度
1
5
0
7
万
円
 

4
・
3
%
の
増
加
）
 

反
対
 

全
世
代
が
安
心
で
き
る
制
度
を
 

近
藤
時
男
 

　
75
歳
以
上
の
医
療
費
の
約

4
割
を
現
役
世
代
が
支
え
て

い
る
。
今
後
、
団
塊
の
世
代

が
75
歳
以
上
に
な
る
と
医
療

費
は
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。
現
役
世
代
の

負
担
を
軽
減
し
、
全
て
の
世

代
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

制
度
の
見
直
し
は
必
要
。
 

　
当
初
予
算
の
内
容
は
そ
う

し
た
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
 

賛
成
 

④
5
年
度
後
期
高
齢
予
算
 

① 

② 

③ 

④ 

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○＝賛成、×＝反対　※議長は採決に加わらないため空欄 

国民健康保険税条例の一部改正 

令和5年度一般会計予算 

令和5年度国民健康保険特別会計予算 

令和5年度後期高齢者医療特別会計予算 

吉
田
 

江
幡
 

佐
名
 

鈴
木
 

近
藤
 

江
口
 

岡
 

酒
井
 

大
竹
 

伊
藤
 

丹
羽
孝
 

丹
羽
勉
 

齊
木
 

倉
知
 

議　案　等　名　称 

　
3
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
陳
情
6
件
の
ほ
か
、
継
続

審
査
と
し
た
1
件
を
そ
れ
ぞ

れ
所
管
の
常
任
委
員
会
で
審

査
し
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合

上
、
採
択
さ
れ
た
も
の
だ
け

を
掲
載
し
ま
す
。
そ
の
他
の

陳
情
の
件
名
に
つ
い
て
は
議

会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
 

 保
育
士
配
置
基
準
改
善
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情
書
 

（
採
択
） 

陳
情
者
 

愛
知
保
育
団
体
連
絡
協
議
会
 

会
長
　
岩
崎
　
八
十
子
  

陳
　
情 https://www.town.oguchi.lg.jp/2744.htm 

大口町ホームページ　⇒　町議会 
⇒　請願、陳情一覧 

請願・陳情の 
審査結果等は 

こちらをご覧ください。 

さ
か
の
ぼ
 

へ
ん
 

れ
い
 

き
ん
 

条
例
改
正
 

出
生
一
時
金
を
５０
万
円
に
増
額
 

（
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
）
 

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
、
一
分

娩
当
た
り
現
在
は
42
万
円
を
支
給
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

を
50
万
円
に
増
額
す
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。
 

保
険
税
率
等
を
改
正
 

（
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
）
 

　
被
保
険
者
を
取
り
巻
く
状
況
や
、
被
保
険
者
の
負
担
増

に
十
分
留
意
し
た
上
で
、
必
要
な
保
険
税
率
等
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。
 

条
例
施
行
日
を
遡
及
で
き
な
い
か
 

国
保
税
は
ど
の
程
度
増
え
る
の
か
 

大
口
北
児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
を
変
更
 

（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
改
正
）
 

　
利
用
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
施
設
の
利
用
方
法

を
見
直
し
、
受
け
入
れ
可
能
な
児
童
の
定
員
を
増
や
す
も

の
で
す
。
 

定
員
増
に
よ
り
職
員
も
増
え
る
の
か
 

補
正
予
算
 

総
額
約
4
億
2
6
0
0
万
円
を
減
額
 

（
一
般
会
計
補
正
予
算
　
第
11
号
）
 

　
主
に
年
度
末
を
迎
え
て
事
業
完
了
な
ど
に
よ
り
予
算
額

を
減
額
す
る
も
の
で
す
。
 

町
内
中
小
企
業
は
苦
し
ん
で
い
な
い
か
 

そ
 

き
ゅ
う
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問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

定例会で賛否の分かれた議案 定例会で賛否の分かれた議案 定例会で賛否の分かれた議案 
こ
の
条
例
は
令
和
5
年

4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
こ
の
議
案
の
提
出

日
の
3
月
2
日
に
遡
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。
 

 

国
の
方
針
で
4
月
1
日

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
施
行

日
を
遡
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

 

基
本
的
に
は
全
て
の
人

の
保
険
税
が
上
が
る
が
、
仮

に
同
じ
所
得
の
場
合
ど
の
程

度
影
響
が
あ
る
の
か
。
 

 

令
和
4
年
11
月
末
現
在

の
試
算
で
は
年
間
約
4
千
円

増
え
る
見
込
み
。
 

 

北
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用

者
急
増
の
た
め
定
員
を
25
人

増
や
す
が
、
そ
の
た
め
に
一

時
利
用
者
の
部
屋
を
利
用
す

る
と
の
こ
と
。
今
後
、
一
時

利
用
者
の
た
め
の
部
屋
は
確

保
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
定

員
が
増
え
る
こ
と
で
職
員
も

増
員
す
る
の
か
。
 

 

現
状
、
一
時
利
用
者
も

そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
の
中
に
入

り
、
一
時
利
用
者
の
部
屋
自

体
も
通
常
の
ク
ラ
ブ
の
1
部

屋
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
 

　
現
在
の
状
況
に
併
せ
て
改

正
す
る
た
め
、
支
援
員
を
増

員
す
る
必
要
は
な
い
。
 

小
規
模
企
業
等
振
興
資

金
融
資
保
証
料
返
戻
金
の
追

加
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

資
金
融
資
保
証
料
の
返
戻
金

の
追
加
な
ど
返
戻
金
の
発
生

は
、
繰
上
償
還
か
借
り
換
え

が
考
え
ら
れ
る
。
 

　
今
の
経
済
状
況
で
借
り
換

え
に
よ
る
返
戻
金
が
発
生
し

て
い
る
な
ら
ば
、
町
内
の
中

小
企
業
も
苦
し
い
と
こ
ろ
が

出
て
き
て
い
る
と
思
う
が
。
 

 

借
り
換
え
に
よ
る
も
の

が
非
常
に
多
い
と
い
う
認
識

を
持
っ
て
い
る
。
 

　
こ
れ
ら
の
融
資
制
度
の
据

え
置
き
期
間
が
3
年
間
あ
り
、

コ
ロ
ナ
が
始
ま
っ
た
令
和
2

年
に
借
り
入
れ
た
企
業
が
今

年
か
ら
返
済
が
始
ま
る
。
 

　
業
績
が
回
復
し
づ
ら
い
場

合
に
伴
走
型
と
い
う
融
資
に

借
り
換
え
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
こ
こ
か
ら
据
置
期
間
を
5

年
間
に
伸
ば
す
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
こ
の
借
り
換
え
に

よ
っ
て
こ
の
返
戻
金
が
生
じ

て
い
る
と
い
う
例
が
非
常
に

多
い
。
 

国
保
税
の
増
税
中
止
を
 

吉
田
　
正
 

　
都
道
府
県
化
し
て
か
ら
5

年
連
続
の
値
上
げ
。
 

　
国
保
に
は
様
々
な
問
題
が

あ
る
が
、
中
で
も
子
供
が
増

え
る
と
負
担
額
も
増
え
る
制

度
は
廃
止
す
べ
き
。
 

　
こ
れ
以
上
の
値
上
げ
中
止

を
求
め
る
。
 

　
被
保
険
者
の
負
担
増
な
ど

に
十
分
留
意
し
た
上
で
、
必

要
な
保
険
税
率
等
を
改
正
。
 

（
関
連
ぺ
ー
ジ
　
10
）
 

反
対
 

負
担
増
を
最
小
限
に
抑
え
た
 

佐
名
か
よ
子
 

　
国
保
の
税
率
は
被
保
険
者

の
負
担
増
を
抑
え
な
が
ら
段

階
的
に
改
定
さ
れ
て
お
り
、

今
回
の
改
正
も
負
担
増
を
最

小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
見
て

取
れ
る
。
 

　
国
民
健
康
保
険
の
安
定
し

た
運
営
を
継
続
す
る
た
め
に

必
要
な
改
正
。
 

賛
成
 

①
保
険
税
率
等
を
改
正
 

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
の
討
論
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
 

誰
も
が
納
得
で
き
る
説
明
を
 

江
幡
満
世
志
 

　
歳
出
予
算
に
お
い
て
説
明

が
不
明
瞭
な
も
の
や
、
事
前

に
議
会
に
説
明
又
は
報
告
が

あ
っ
て
し
か
る
べ
き
も
の
が

あ
る
な
ど
、
疑
問
に
思
う
も

の
が
あ
る
た
め
、
誰
も
が
納

得
で
き
る
説
明
を
。
 

（
関
連
ペ
ー
ジ
　
6
〜
9
）
 

反
対
 

将
来
を
見
据
え
た
予
算
編
成
 

江
口
昌
史
 

　
企
業
誘
致
施
策
が
着
実
に

実
を
結
ん
で
お
り
、
本
町
の

財
政
基
盤
は
強
固
な
も
の
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
 

　
ま
た
、
物
価
高
騰
に
よ
り

町
民
生
活
が
影
響
を
受
け
る

中
、
子
供
の
通
院
医
療
費
助

成
を
高
校
生
世
代
ま
で
拡
大

す
る
こ
と
や
、
出
産
子
育
て

応
援
交
付
金
の
新
設
に
よ
る

子
育
て
世
帯
の
支
援
な
ど
は
、

将
来
を
見
据
え
た
適
切
な
予

算
編
成
と
言
え
る
。
 

賛
成
 

②
5
年
度
一
般
会
計
予
算
 

国
保
税
の
引
き
上
げ
中
止
を
 

無
職
の
高
齢
者
の
負
担
軽
減
を
 

吉
田
　
正
 

　
同
じ
家
族
構
成
、
同
じ
所

得
で
国
保
税
と
協
会
け
ん
ぽ

の
保
険
料
を
比
較
す
る
と
、

国
保
税
の
負
担
は
約
2
倍
に

な
っ
て
い
る
。
 

　
こ
れ
以
上
、
国
保
税
の
引

き
上
げ
を
行
わ
な
い
よ
う
に
。
 

5
年
度
予
算
 

19
億
2
1
0
0
万
円
 

（
対
前
年
度
1
7
7
0
万
円
 

0
・
9
%
の
増
加
）
 

反
対
 

保
険
財
政
の
安
定
化
に
必
要
 

伊
藤
　
浩
 

　
被
保
険
者
の
高
齢
化
や
医

療
の
高
度
化
に
よ
り
、
1
人

当
た
り
の
医
療
費
は
増
加
傾

向
。
 

　
国
保
税
は
、
持
続
可
能
な

制
度
運
営
を
す
る
た
め
に
重

要
な
財
源
で
あ
る
。
 

　
予
算
の
内
容
は
保
険
財
政

の
安
定
化
と
被
保
険
者
の
健

康
を
維
持
、
増
進
す
る
意
図

が
あ
る
と
読
み
取
れ
る
も
の

で
妥
当
で
あ
る
。
 

賛
成
 

③
5
年
度
国
保
予
算
 

吉
田
　
正
 

　
令
和
2
年
度
ま
で
に
均
等

割
の
軽
減
が
縮
小
さ
れ
、
保

険
料
が
大
幅
に
増
加
し
た
。
 

　
高
齢
者
の
多
く
は
無
職
の

人
た
ち
で
あ
る
た
め
、
こ
の

よ
う
な
人
た
ち
か
ら
均
等
割

な
ど
で
保
険
料
を
徴
収
す
る

こ
と
自
体
が
間
違
い
。
 

5
年
度
予
算
 

3
億
6
7
5
5
万
円
 

（
対
前
年
度
1
5
0
7
万
円
 

4
・
3
%
の
増
加
）
 

反
対
 

全
世
代
が
安
心
で
き
る
制
度
を
 

近
藤
時
男
 

　
75
歳
以
上
の
医
療
費
の
約

4
割
を
現
役
世
代
が
支
え
て

い
る
。
今
後
、
団
塊
の
世
代

が
75
歳
以
上
に
な
る
と
医
療

費
は
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。
現
役
世
代
の

負
担
を
軽
減
し
、
全
て
の
世

代
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

制
度
の
見
直
し
は
必
要
。
 

　
当
初
予
算
の
内
容
は
そ
う

し
た
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
 

賛
成
 

④
5
年
度
後
期
高
齢
予
算
 

① 

② 

③ 

④ 

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○＝賛成、×＝反対　※議長は採決に加わらないため空欄 

国民健康保険税条例の一部改正 

令和5年度一般会計予算 

令和5年度国民健康保険特別会計予算 

令和5年度後期高齢者医療特別会計予算 

吉
田
 

江
幡
 

佐
名
 

鈴
木
 

近
藤
 

江
口
 

岡
 

酒
井
 

大
竹
 

伊
藤
 

丹
羽
孝
 

丹
羽
勉
 

齊
木
 

倉
知
 

議　案　等　名　称 

　
3
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
陳
情
6
件
の
ほ
か
、
継
続

審
査
と
し
た
1
件
を
そ
れ
ぞ

れ
所
管
の
常
任
委
員
会
で
審

査
し
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合

上
、
採
択
さ
れ
た
も
の
だ
け

を
掲
載
し
ま
す
。
そ
の
他
の

陳
情
の
件
名
に
つ
い
て
は
議

会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
 

 保
育
士
配
置
基
準
改
善
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情
書
 

（
採
択
） 

陳
情
者
 

愛
知
保
育
団
体
連
絡
協
議
会
 

会
長
　
岩
崎
　
八
十
子
  

陳
　
情 https://www.town.oguchi.lg.jp/2744.htm 

大口町ホームページ　⇒　町議会 
⇒　請願、陳情一覧 

請願・陳情の 
審査結果等は 

こちらをご覧ください。 

さ
か
の
ぼ
 

へ
ん
 

れ
い
 

き
ん
 

条
例
改
正
 

出
生
一
時
金
を
５０
万
円
に
増
額
 

（
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
）
 

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
、
一
分

娩
当
た
り
現
在
は
42
万
円
を
支
給
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

を
50
万
円
に
増
額
す
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。
 

保
険
税
率
等
を
改
正
 

（
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
）
 

　
被
保
険
者
を
取
り
巻
く
状
況
や
、
被
保
険
者
の
負
担
増

に
十
分
留
意
し
た
上
で
、
必
要
な
保
険
税
率
等
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。
 

条
例
施
行
日
を
遡
及
で
き
な
い
か
 

国
保
税
は
ど
の
程
度
増
え
る
の
か
 

大
口
北
児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
を
変
更
 

（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
改
正
）
 

　
利
用
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
施
設
の
利
用
方
法

を
見
直
し
、
受
け
入
れ
可
能
な
児
童
の
定
員
を
増
や
す
も

の
で
す
。
 

定
員
増
に
よ
り
職
員
も
増
え
る
の
か
 

補
正
予
算
 

総
額
約
4
億
2
6
0
0
万
円
を
減
額
 

（
一
般
会
計
補
正
予
算
　
第
11
号
）
 

　
主
に
年
度
末
を
迎
え
て
事
業
完
了
な
ど
に
よ
り
予
算
額

を
減
額
す
る
も
の
で
す
。
 

町
内
中
小
企
業
は
苦
し
ん
で
い
な
い
か
 

そ
 
き
ゅ
う
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一
　
般 

質
　
問 

5議員が質問 

追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 

あれから どうなった?あれから どうなった?

議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどう
なったかを調査しました。 

あれから どうなった?

町政を問う 町政を問う 一
般
質
問 

ここが聞きた
い
!町政を問う 町政を問う 

「一般質問」とは、町政全般にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

登下校時の安全見守りは学校以
外が担うという文科省の方針に対し、
誰がそれを担うのか本町の考えは。 
 
強制力や責任は求めないという前
提で、地域の方とか周りの大人が
善意で見守っていただければと考
えている。 

丹
羽
　
孝
 

令
和
4
年
3
月
定
例
会
 

登下校の安全見守りの担い手は 

問 

答 

国の審議会では帯状疱疹ワクチンの定期接種
化を検討中で、助成する自治体が増加傾向に
ある。本町もワクチン接種費用を助成する考
えはないか。 
 
国で定期接種化が検討されているが、期待さ
れる効果や導入年齢は引き続き検討が必要と
されているため、国の動向を注視していきたい。 

佐
名
か
よ
子
 

帯状疱疹ワクチン接種の助成を 

問 

答 

強制力や責任は求めないという前提で地域の
方や周りの大人が善意で見守っていただけた
らとの考えに変わりはない。 

質問者の満足度 北小前の交差点では登校
時に通過車両のガードレー
ル接触事故が年に何回も
発生。地域の善意だけで
安全確保は難しいので、町
が主体となって安全対策を。 

令和5年4月から50歳以上の町民の方を対象に、
生涯に1度だけ生ワクチンまたは不活化ワクチ
ンのいずれか一方の接種費用を助成する。 

（関連記事8ページ） 

質問者の満足度 接種費用が高額なた
め、接種をためらっ
ていた方から喜びの
声が寄せられていま
す。 

こ
う
な
っ
た
 

江口昌史 

佐名かよ子 

岡　孝夫 

江幡満世志 

吉田　正 

空き家対策、税制面での支援を 
所有者不明土地対策　国の法改正に対する本町の対応は 

終活支援　独自のエンディングノート配布は 
携帯型緊急通報装置の導入を 

交通安全対策　もっと危機感を持った対応を 
町ホームページ　未更新情報の定期的な見直しを 

学校給食費を無償に 
江南厚生病院へのバス　乗り継ぎへの配慮は 

保育料の完全無償化を目指すべき 
補聴器購入補助への見解は 

P14 

P15 

P16 

P17 

P18

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

YouTube 
チャンネル名 

「大口町議会」 

大口町 
ホームページ 

「一般質問」 

さ な こ 

え ばた みつ よ し 

おか たか お 

え ぐち まさ し 

よし だ ただし 

にっこり 

尾
張
北
部
環
境
組
合
 

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
運
営
事
業
 

（
令
和
5
年
度
〜
２９
年
度
） 

　
尾
張
北
部
環
境
組
合
（
犬

山
市
・
江
南
市
・
大
口
町
・

扶
桑
町
で
構
成
）
が
江
南
市

内
に
建
設
を
予
定
し
て
い
る

新
し
い
ご
み
処
理
施
設
の
建

設
工
事
及
び
運
営
事
業
者
が

決
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
建

設
工
事
費
と
令
和
29
年
度
ま

で
の
運
営
費
を
合
わ
せ
た
事

業
費
は
、
総
額
で
4
0
0
億

3
0
0
万
円
と
な
り
、
本
町

の
負
担
は
約
43
億
円
と
な
る

見
込
み
と
の
こ
と
で
す
。
負

担
額
は
構
成
市
町
の
人
口
及

び
ゴ
ミ
投
入
量
の
割
合
に
よ

り
決
め
ら
れ
ま
す
。
 

総
事
業
費
4
0
0
億
円
 

大
口
町
の
負
担
は
２５
年
間
で
約
４３
億
円
 

※提案イメージであり、実際の建物と異なる場合があります。 

尾張北部環境組合ごみ処理施設の概要 
〇建設工事落札者　三菱重工環境・化学エンジニアリング（株）中部支店を代表企業とする13社 
〇施設建設工期　令和5年度～9年度 
〇供用開始　令和10年4月 
〇処理量 
　①エネルギー回収型廃棄処理施設（可燃ごみ所却施設）：194トン/日（97トン/日×2炉） 
　②マテリアルリサイクル推進施設（不燃・粗大ごみ処理施設）：14トン/5時間×1系列 
〇処理方式　全連続燃焼式ストーカ方式 
※ストーカ式焼却炉とは、可動する火格子（ごみを撹拌、搬送する役割を持つ格子状の装置）を並べたス

トーカと呼ばれる燃焼装置の上にごみを投入して焼却する方式です。火格子が前進・後進を繰り返し、
ストーカ上のごみを下流に送ります。 

至　各務原 

至　扶桑 

愛
岐
大
橋
 

至　一宮 

木曽川 

至　犬山 

江南市中般若地区 

建設地 

がんばれ 

建設地位置略図 

ひ ごう し かく はん 
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一
　
般 

質
　
問 

江

口

昌

史

 

一
　
般 

質
　
問 

佐
名
か
よ
子 

独自のエンディングノート配布は 
部長 自身に合うものを選ぶのが良い 

終活支援 

携
帯
型
緊
急
通
報
装
置
の
導
入
を
 

部
長 

広
く
普
及
し
た
機
器
の
活
用
を
優
先 

人
口
減
少
や
住
宅
の
供

給
過
剰
に
よ
り
、
今
後

も
管
理
不
全
の
空
き
家
等
 

が
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
る
が
、
本
町
の
現
在
の
空

き
家
数
は
。
 

 

令
和
5
年
2

月
1
日
現
在

で
空
き
家
と
推
定
で
き
る
建

物
の
数
は
1
1
2
件
。
 

 

こ
れ
ま
で
に
大
口
町
空

き
家
バ
ン
ク
で
の
成
約

件
数
は
、
ど
れ
く
ら
い
あ
っ

た
か
。
 

 

空
き
家
バ
ン

ク
創
設
以
降
、

5
件
の
登
録
が
あ
り
、
す
べ

て
成
約
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
 

 

空
き
家
が
増
え
て
い
る

原
因
の
一
つ
に
宅
地
の

税
制
上
の
優
遇
が
要
因
に
な

っ
て
い
る
。
 

　
他
の
自
治
体
で
は
、
解
体

し
た
際
の
固
定
資
産
税
の
上

昇
を
軽
減
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
 

　
本
町
で
も
こ
う
し
た
税
制

面
で
の
支
援
が
で
き
な
い
か
。
 

 

本
町
で
は
、

空
き
家
解
体

後
の
更
地
に
対
す
る
固
定
資

産
税
の
課
税
は
、
宅
地
で
は

な
く
雑
種
地
と
し
て
扱
っ
て

い
る
。
 

　
こ
の
た
め
、
空
き
家
解
体

後
に
土
地
だ
け
の
課
税
に
な

る
場
合
に
変
わ
っ
て
も
、
固

定
資
産
税
の
急
激
な
上
昇
が

抑
え
ら
れ
て
い
る
。
 

 

問 

問 

問 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

単
身
高
齢
者
、
高
齢
者

世
帯
は
年
々
増
加
し
て

い
る
。
緊
急
通
報
装
置
は
、

緊
急
時
に
高
齢
者
等
の
見
守

り
に
大
変
有
効
な
ツ
ー
ル
と

考
え
る
が
、
設
置
者
数
が
減

少
し
て
い
る
。
今
後
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。
 

 

貸
し
出
し
希

望
者
の
減
少

は
、
携
帯
電
話
の
普
及
と
そ

の
機
能
に
緊
急
電
話
機
能
が

備
わ
っ
て
い
る
た
め
と
推
察
。
 

　
し
か
し
、
緊
急
通
報
装
置

を
必
要
と
す
る
方
も
い
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
各
事
業
所

の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
な
ど
高

齢
者
に
関
わ
る
機
会
の
多
い

職
種
の
方
に
、
必
要
に
応
じ

て
案
内
し
て
も
ら
う
。
 

 

固
定
電
話
を
設
置
し
て

い
な
い
方
で
も
利
用
で

き
る
携
帯
型
緊
急
通
報
装
置

を
導
入
す
る
考
え
は
。
 

 

60
歳
以
上
で

9
割
、
70
歳

以
上
で
も
7
割
の
方
が
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
所
有
し
て
い

る
と
の
調
査
結
果
が
あ
る
。
 

　
ま
ず
は
、
広
く
普
及
し
て

い
る
機
器
の
活
用
を
優
先
し
、

高
齢
者
の
方
々
の
意
見
を
伺

う
と
と
も
に
先
進
市
町
の
状

況
も
注
視
し
な
が
ら
、
緊
急

通
報
装
置
の
在
り
方
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。
 

問 

問 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

本
町
に
は
、
課
税
さ
れ

る
べ
き
所
有
者
不
明
土

地
が
ど
れ
く
ら
い
存
在
し
て

い
る
の
か
。
 

 

町
で
把
握
し
て

い
る
宅
地
の
所

有
者
不
明
土
地
は
、
3
筆
で

3
5
6
・
8
2
㎡
あ
る
。
免

税
点
未
満
の
農
地
に
つ
い
て

は
把
握
し
て
い
な
い
。
 

 

所
有
者
不
明
土
地
の
発

生
は
、
相
続
登
記
や
住

所
変
更
の
登
記
が
さ
れ
な
い

こ
と
が
主
な
要
因
。
 

　
国
は
、
令
和
6
年
4
月
1

日
よ
り
、
不
動
産
登
記
法
を

改
正
し
、
相
続
登
記
や
住
所

変
更
登
記
の
申
請
を
法
で
義

務
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
本
町
の
対
応
は
。
 

 

町
と
し
て
は
、

相
続
登
記
や
住

所
変
更
登
記
が
必
要
と
な
る

死
亡
や
転
居
等
の
機
会
を
捉

え
、
国
が
作
成
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
税
務
課
や
戸

籍
保
険
課
で
配
布
し
な
が
ら

周
知
・
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。
 

問 

問 総
務
部
長 

総
務
部
長 

こ
れ
ま
で
の
医
療
・
介

護
・
年
金
な
ど
の
高
齢

者
支
援
に
加
え
、
終
活
の
支

援
も
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。

本
町
の
終
活
支
援
の
必
要
性

に
対
す
る
考
え
は
。
 

 

終
活
は
高
齢

の
方
々
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
家
族
の

方
々
に
も
理
解
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
多

く
の
方
に
啓
発
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
 

 

独
自
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
を
作
成
し
て
配

布
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い

る
が
、
本
町
の
考
え
は
。
 

 

相
続
、
家
、

株
式
、
ロ
ー

ン
な
ど
、
必
要
な
項
目
は
人

に
よ
っ
て
様
々
だ
と
思
わ
れ

る
。
 

　
現
在
、
様
々
な
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
が
市
販
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
、
ネ
ッ
ト
で
も

無
料
で
利
用
で
き
る
も
の
も

あ
る
た
め
、
ご
自
身
で
利
用

し
や
す
い
も
の
を
選
ん
で
い

た
だ
く
方
が
良
い
と
考
え
て

い
る
。
 

 

問 

問 健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

国の法改正に対する本町の対応は 
部長 国作成のパンフレットなどで周知 

所有者不明土地対策 

所有者不明になると管理されずに荒れた土
地になることも（写真はイメージ） 

固定電話回線をお持ちでない方でも利
用できます 

空
き
家
対
策
、税
制
面
で
の
支
援
を
 

部
長 
解
体
後
の
土
地
は
雑
種
地
で
課
税 

令和5年3月定例会 
一般質問（佐名議員） 

令和5年3月定例会 
一般質問（江口議員） 

空き家バンクとは 
賃貸や売買を希望する

空き家の情報をウェブサ
イトなどへ掲載し、空き
家を使いたい人に紹介す
る仕組みのこと 

免税点とは 
同一市町村内にあり、

同一人が所有する固定資
産の課税標準額の合計が、
法律によって定められた
金額（土地、建物、償却
資産別）に満たなければ
課税されない金額のこと 
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一
　
般 

質
　
問 

江

口

昌

史

 

一
　
般 

質
　
問 

佐
名
か
よ
子 

独自のエンディングノート配布は 
部長 自身に合うものを選ぶのが良い 

終活支援 

携
帯
型
緊
急
通
報
装
置
の
導
入
を
 

部
長 

広
く
普
及
し
た
機
器
の
活
用
を
優
先 

人
口
減
少
や
住
宅
の
供

給
過
剰
に
よ
り
、
今
後

も
管
理
不
全
の
空
き
家
等
 

が
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
る
が
、
本
町
の
現
在
の
空

き
家
数
は
。
 

 

令
和
5
年
2

月
1
日
現
在

で
空
き
家
と
推
定
で
き
る
建

物
の
数
は
1
1
2
件
。
 

 

こ
れ
ま
で
に
大
口
町
空

き
家
バ
ン
ク
で
の
成
約

件
数
は
、
ど
れ
く
ら
い
あ
っ

た
か
。
 

 

空
き
家
バ
ン

ク
創
設
以
降
、

5
件
の
登
録
が
あ
り
、
す
べ

て
成
約
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
 

 

空
き
家
が
増
え
て
い
る

原
因
の
一
つ
に
宅
地
の

税
制
上
の
優
遇
が
要
因
に
な

っ
て
い
る
。
 

　
他
の
自
治
体
で
は
、
解
体

し
た
際
の
固
定
資
産
税
の
上

昇
を
軽
減
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
 

　
本
町
で
も
こ
う
し
た
税
制

面
で
の
支
援
が
で
き
な
い
か
。
 

 

本
町
で
は
、

空
き
家
解
体

後
の
更
地
に
対
す
る
固
定
資

産
税
の
課
税
は
、
宅
地
で
は

な
く
雑
種
地
と
し
て
扱
っ
て

い
る
。
 

　
こ
の
た
め
、
空
き
家
解
体

後
に
土
地
だ
け
の
課
税
に
な

る
場
合
に
変
わ
っ
て
も
、
固

定
資
産
税
の
急
激
な
上
昇
が

抑
え
ら
れ
て
い
る
。
 

 

問 

問 

問 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

単
身
高
齢
者
、
高
齢
者

世
帯
は
年
々
増
加
し
て

い
る
。
緊
急
通
報
装
置
は
、

緊
急
時
に
高
齢
者
等
の
見
守

り
に
大
変
有
効
な
ツ
ー
ル
と

考
え
る
が
、
設
置
者
数
が
減

少
し
て
い
る
。
今
後
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。
 

 

貸
し
出
し
希

望
者
の
減
少

は
、
携
帯
電
話
の
普
及
と
そ

の
機
能
に
緊
急
電
話
機
能
が

備
わ
っ
て
い
る
た
め
と
推
察
。
 

　
し
か
し
、
緊
急
通
報
装
置

を
必
要
と
す
る
方
も
い
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
各
事
業
所

の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
な
ど
高

齢
者
に
関
わ
る
機
会
の
多
い

職
種
の
方
に
、
必
要
に
応
じ

て
案
内
し
て
も
ら
う
。
 

 

固
定
電
話
を
設
置
し
て

い
な
い
方
で
も
利
用
で

き
る
携
帯
型
緊
急
通
報
装
置

を
導
入
す
る
考
え
は
。
 

 

60
歳
以
上
で

9
割
、
70
歳

以
上
で
も
7
割
の
方
が
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
所
有
し
て
い

る
と
の
調
査
結
果
が
あ
る
。
 

　
ま
ず
は
、
広
く
普
及
し
て

い
る
機
器
の
活
用
を
優
先
し
、

高
齢
者
の
方
々
の
意
見
を
伺

う
と
と
も
に
先
進
市
町
の
状

況
も
注
視
し
な
が
ら
、
緊
急

通
報
装
置
の
在
り
方
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。
 

問 

問 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

本
町
に
は
、
課
税
さ
れ

る
べ
き
所
有
者
不
明
土

地
が
ど
れ
く
ら
い
存
在
し
て

い
る
の
か
。
 

 

町
で
把
握
し
て

い
る
宅
地
の
所

有
者
不
明
土
地
は
、
3
筆
で

3
5
6
・
8
2
㎡
あ
る
。
免

税
点
未
満
の
農
地
に
つ
い
て

は
把
握
し
て
い
な
い
。
 

 

所
有
者
不
明
土
地
の
発

生
は
、
相
続
登
記
や
住

所
変
更
の
登
記
が
さ
れ
な
い

こ
と
が
主
な
要
因
。
 

　
国
は
、
令
和
6
年
4
月
1

日
よ
り
、
不
動
産
登
記
法
を

改
正
し
、
相
続
登
記
や
住
所

変
更
登
記
の
申
請
を
法
で
義

務
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
本
町
の
対
応
は
。
 

 

町
と
し
て
は
、

相
続
登
記
や
住

所
変
更
登
記
が
必
要
と
な
る

死
亡
や
転
居
等
の
機
会
を
捉

え
、
国
が
作
成
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
税
務
課
や
戸

籍
保
険
課
で
配
布
し
な
が
ら

周
知
・
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。
 

問 

問 総
務
部
長 

総
務
部
長 

こ
れ
ま
で
の
医
療
・
介

護
・
年
金
な
ど
の
高
齢

者
支
援
に
加
え
、
終
活
の
支

援
も
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。

本
町
の
終
活
支
援
の
必
要
性

に
対
す
る
考
え
は
。
 

 

終
活
は
高
齢

の
方
々
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
家
族
の

方
々
に
も
理
解
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
多

く
の
方
に
啓
発
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
 

 

独
自
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
を
作
成
し
て
配

布
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い

る
が
、
本
町
の
考
え
は
。
 

 

相
続
、
家
、

株
式
、
ロ
ー

ン
な
ど
、
必
要
な
項
目
は
人

に
よ
っ
て
様
々
だ
と
思
わ
れ

る
。
 

　
現
在
、
様
々
な
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
が
市
販
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
、
ネ
ッ
ト
で
も

無
料
で
利
用
で
き
る
も
の
も

あ
る
た
め
、
ご
自
身
で
利
用

し
や
す
い
も
の
を
選
ん
で
い

た
だ
く
方
が
良
い
と
考
え
て

い
る
。
 

 

問 

問 健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

国の法改正に対する本町の対応は 
部長 国作成のパンフレットなどで周知 

所有者不明土地対策 

所有者不明になると管理されずに荒れた土
地になることも（写真はイメージ） 

固定電話回線をお持ちでない方でも利
用できます 

空
き
家
対
策
、税
制
面
で
の
支
援
を
 

部
長 

解
体
後
の
土
地
は
雑
種
地
で
課
税 

令和5年3月定例会 
一般質問（佐名議員） 

令和5年3月定例会 
一般質問（江口議員） 

空き家バンクとは 
賃貸や売買を希望する

空き家の情報をウェブサ
イトなどへ掲載し、空き
家を使いたい人に紹介す
る仕組みのこと 

免税点とは 
同一市町村内にあり、

同一人が所有する固定資
産の課税標準額の合計が、
法律によって定められた
金額（土地、建物、償却
資産別）に満たなければ
課税されない金額のこと 
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一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

一
　
般 

質
　
問 

江
幡
満
世
志 

乗
り
継
ぎ
へ
の
配
慮
は
 

部
長 

乗
り
換
え
に
は
配
慮
し
て
い
る 

江
南
厚
生
病
院
へ
の
バ
ス 

学校給食費を無償に 
部長 町の財政運営を考えると難しい 

昨
年
の
自
転
車
乗
用
中

の
交
通
事
故
死
傷
者
数

で
は
、
本
町
は
県
内
69
市
区

町
村
中
、
ワ
ー
ス
ト
4
（
人

口
1
万
人
あ
た
り
）
。
同
じ

く
、
自
転
車
利
用
者
が
第
一

原
因
と
な
っ
た
事
故
発
生
件

数
で
も
、
本
町
は
ワ
ー
ス
ト

3
だ
が
。
 

 

自
転
車
利
用

者
が
第
一
原

因
と
な
っ
た
事
故
発
生
件
数

は
、
平
成
27
年
の
ワ
ー
ス
ト

1
以
来
、
芳
し
く
な
い
状
況

が
続
き
、
様
々
な
対
策
を
講

じ
て
い
る
。
 

 

現
状
の
対
応
で
充
分
な

の
か
、
何
を
す
べ
き
か
・

何
が
で
き
る
の
か
な
ど
、
従

前
か
ら
の
対
応
を
踏
襲
す
る

の
で
は
な
く
、
再
考
な
ど
を

含
め
も
っ
と
危
機
感
を
持
っ

て
対
応
す
べ
き
。
 

 

「
交
通
ル
ー
ル
 

順
守
意
識
」

は
、
地
道
な
啓
発
活
動
や
交

通
指
導
な
ど
か
ら
醸
成
さ
れ

て
い
く
の
で
、
劇
的
な
状
況

改
善
は
望
め
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
再
考
な
ど
を
含
め

取
り
組
ん
で
い
く
。
 

問 

問 
地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

江
南
厚
生
病
院
ま
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
乗

り
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

近
隣
市
町
と
協
議
し
て
検
討

で
き
な
い
か
。
 

 

平
成
24
年
度

に
他
市
町
と

担
当
者
レ
ベ
ル
で
協
議
し
た

こ
と
が
あ
る
が
、
公
共
交
通

に
対
す
る
考
え
方
に
温
度
差

が
あ
っ
た
。
 

　
そ
の
た
め
共
同
運
行
す
る

こ
と
は
難
し
い
と
判
断
さ
れ
、

そ
れ
以
降
の
協
議
は
行
わ
れ

て
な
い
。
 

　
他
市
町
と
の
情
報
共
有
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
今
後
、
積
極
的
に
行

っ
て
い
き
た
い
。
 

 

乗
り
入
れ
が
難
し
け
れ

ば
、
乗
り
継
ぎ
し
や
す

い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。
 

 

町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
か

ら
江
南
厚
生
病
院
へ
は
、
約

30
分
に
1
本
の
布
袋
駅
発
江

南
駅
経
由
の
名
鉄
バ
ス
に
乗

り
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

　
ま
た
、
総
合
犬
山
中
央
病

院
へ
は
、
「
さ
く
ら
総
合
病

院
前
」
の
バ
ス
停
か
ら
1
日

6
便
の
犬
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
に
、
小
牧
市
民
病
院

へ
は
、
「
東
海
理
化
前
」
及

び
「
藤
ノ
木
橋
」
バ
ス
停
か

ら
1
日
9
便
の
こ
ま
き
巡
回

バ
ス
に
、
そ
れ
ぞ
れ
乗
り
換

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
 

問 

問 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
最
新

の
情
報
を
幅
広
く
、
タ

イ
ム
リ
ー
に
、
か
つ
、
役
所

の
休
業
日
で
も
24
時
間
情
報

を
提
供
で
き
る
媒
体
と
し
て

欠
か
せ
な
い
存
在
だ
が
、
幾

つ
か
の
情
報
で
未
更
新
な
ど

が
あ
っ
た
。
情
報
の
陳
腐
化

な
ど
を
放
置
し
な
い
よ
う
、

定
期
的
な
見
直
し
を
行
う
な

ど
が
必
要
で
は
。
 

 

情
報
管
理
に
不

十
分
な
状
況
が

あ
っ
た
。
今
後
、
期
間
が
伴

う
内
容
に
は
、
掲
載
期
間
を

設
定
す
る
と
と
も
に
、
内
容

に
変
更
が
な
い
か
な
ど
を
確

認
し
て
い
く
。
 

 

移
住
者
・
定
住
者
向
け

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

新
設
は
。
（
本
町
住
民
に
と

っ
て
も
有
用
な
情
報
提
供
の

場
に
な
る
の
で
は
）
 

 

お
お
ぐ
ち
宣

伝
部
、
ま
ち

ね
っ
と
大
口
と
毎
月
行
っ
て

い
る
打
ち
合
わ
せ
会
の
議
題

と
し
て
取
り
上
げ
、
「
住
民

発
」
と
い
う
手
法
で
、
ど
の

よ
う
に
発
信
し
て
い
く
か
検

討
し
て
い
き
た
い
。
 

問 

問 ま
ち
づ
く
り
部
長 

総
務
部
長 

今
年
度
及
び
次
年
度
に
、

保
育
園
及
び
小
中
学
校

で
給
食
費
を
無
償
化
し
て
い

る
県
内
の
自
治
体
は
ど
れ
く

ら
い
あ
る
か
。
 

 

愛
知
自
治
体

キ
ャ
ラ
バ
ン

の
報
告
に
よ
れ
ば
、
無
償
は
、

豊
根
村
の
み
。
安
城
市
、
岩

倉
市
、
扶
桑
町
は
第
3
子
以

降
を
無
償
に
し
て
い
る
。
 

　
保
育
園
の
給
食
費
に
つ
い

て
は
、
新
城
市
、
東
浦
町
、

東
栄
町
、
豊
根
村
の
4
市
町

村
が
無
償
化
し
て
い
る
。
 

 

本
町
で
も
給
食
費
の
無

償
化
を
。
 

 

町
の
財
政
運

営
を
考
え
る

と
、
従
来
の
施
策
を
維
持
し

た
い
が
、
そ
の
充
実
や
新
規

施
策
へ
の
対
応
は
難
し
い
。
 

　
一
方
で
、
家
庭
の
経
済
的

格
差
に
よ
る
義
務
教
育
へ
の

影
響
を
少
し
で
も
食
い
止
め

る
施
策
の
検
討
・
実
施
を
優

先
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
。
 

問 

問 生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

未更新情報の定期的な見直しを 
総務部長 今後は掲載期間の設定などする 

町ホームページ 

これって、最新の情報なのかなぁ?

「注意一秒 怪我一生」 
「後悔先に立たず」ですよ 

乗り継ぎに配慮されたダイヤ
となっています 

本町は半額を補助して保護者の負担を
軽減 

も
っ
と
危
機
感
を
持
っ
た
対
応
を
 

部
長 

再
考
す
べ
き
と
こ
ろ
は
再
考
し
て
い
く 

交
通
安
全
対
策 

令和5年3月定例会 
一般質問（江幡議員） 

令和5年3月定例会 
一般質問（岡議員） 

おおぐち議会だより　No.236
令和5年4月21日発行 

おおぐち議会だより　No.236
令和5年4月21日発行 17 16



一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

一
　
般 

質
　
問 

江
幡
満
世
志 

乗
り
継
ぎ
へ
の
配
慮
は
 

部
長 

乗
り
換
え
に
は
配
慮
し
て
い
る 

江
南
厚
生
病
院
へ
の
バ
ス 

学校給食費を無償に 
部長 町の財政運営を考えると難しい 

昨
年
の
自
転
車
乗
用
中

の
交
通
事
故
死
傷
者
数

で
は
、
本
町
は
県
内
69
市
区

町
村
中
、
ワ
ー
ス
ト
4
（
人

口
1
万
人
あ
た
り
）
。
同
じ

く
、
自
転
車
利
用
者
が
第
一

原
因
と
な
っ
た
事
故
発
生
件

数
で
も
、
本
町
は
ワ
ー
ス
ト

3
だ
が
。
 

 

自
転
車
利
用

者
が
第
一
原

因
と
な
っ
た
事
故
発
生
件
数

は
、
平
成
27
年
の
ワ
ー
ス
ト

1
以
来
、
芳
し
く
な
い
状
況

が
続
き
、
様
々
な
対
策
を
講

じ
て
い
る
。
 

 

現
状
の
対
応
で
充
分
な

の
か
、
何
を
す
べ
き
か
・

何
が
で
き
る
の
か
な
ど
、
従

前
か
ら
の
対
応
を
踏
襲
す
る

の
で
は
な
く
、
再
考
な
ど
を

含
め
も
っ
と
危
機
感
を
持
っ

て
対
応
す
べ
き
。
 

 

「
交
通
ル
ー
ル
 

順
守
意
識
」

は
、
地
道
な
啓
発
活
動
や
交

通
指
導
な
ど
か
ら
醸
成
さ
れ

て
い
く
の
で
、
劇
的
な
状
況

改
善
は
望
め
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
再
考
な
ど
を
含
め

取
り
組
ん
で
い
く
。
 

問 

問 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

江
南
厚
生
病
院
ま
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
乗

り
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

近
隣
市
町
と
協
議
し
て
検
討

で
き
な
い
か
。
 

 

平
成
24
年
度

に
他
市
町
と

担
当
者
レ
ベ
ル
で
協
議
し
た

こ
と
が
あ
る
が
、
公
共
交
通

に
対
す
る
考
え
方
に
温
度
差

が
あ
っ
た
。
 

　
そ
の
た
め
共
同
運
行
す
る

こ
と
は
難
し
い
と
判
断
さ
れ
、

そ
れ
以
降
の
協
議
は
行
わ
れ

て
な
い
。
 

　
他
市
町
と
の
情
報
共
有
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
今
後
、
積
極
的
に
行

っ
て
い
き
た
い
。
 

 

乗
り
入
れ
が
難
し
け
れ

ば
、
乗
り
継
ぎ
し
や
す

い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。
 

 

町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
か

ら
江
南
厚
生
病
院
へ
は
、
約

30
分
に
1
本
の
布
袋
駅
発
江

南
駅
経
由
の
名
鉄
バ
ス
に
乗

り
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

　
ま
た
、
総
合
犬
山
中
央
病

院
へ
は
、
「
さ
く
ら
総
合
病

院
前
」
の
バ
ス
停
か
ら
1
日

6
便
の
犬
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
に
、
小
牧
市
民
病
院

へ
は
、
「
東
海
理
化
前
」
及

び
「
藤
ノ
木
橋
」
バ
ス
停
か

ら
1
日
9
便
の
こ
ま
き
巡
回

バ
ス
に
、
そ
れ
ぞ
れ
乗
り
換

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
 

問 

問 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
最
新

の
情
報
を
幅
広
く
、
タ

イ
ム
リ
ー
に
、
か
つ
、
役
所

の
休
業
日
で
も
24
時
間
情
報

を
提
供
で
き
る
媒
体
と
し
て

欠
か
せ
な
い
存
在
だ
が
、
幾

つ
か
の
情
報
で
未
更
新
な
ど

が
あ
っ
た
。
情
報
の
陳
腐
化

な
ど
を
放
置
し
な
い
よ
う
、

定
期
的
な
見
直
し
を
行
う
な

ど
が
必
要
で
は
。
 

 

情
報
管
理
に
不

十
分
な
状
況
が

あ
っ
た
。
今
後
、
期
間
が
伴

う
内
容
に
は
、
掲
載
期
間
を

設
定
す
る
と
と
も
に
、
内
容

に
変
更
が
な
い
か
な
ど
を
確

認
し
て
い
く
。
 

 

移
住
者
・
定
住
者
向
け

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

新
設
は
。
（
本
町
住
民
に
と

っ
て
も
有
用
な
情
報
提
供
の

場
に
な
る
の
で
は
）
 

 

お
お
ぐ
ち
宣

伝
部
、
ま
ち

ね
っ
と
大
口
と
毎
月
行
っ
て

い
る
打
ち
合
わ
せ
会
の
議
題

と
し
て
取
り
上
げ
、
「
住
民

発
」
と
い
う
手
法
で
、
ど
の

よ
う
に
発
信
し
て
い
く
か
検

討
し
て
い
き
た
い
。
 

問 

問 ま
ち
づ
く
り
部
長 

総
務
部
長 

今
年
度
及
び
次
年
度
に
、

保
育
園
及
び
小
中
学
校

で
給
食
費
を
無
償
化
し
て
い

る
県
内
の
自
治
体
は
ど
れ
く

ら
い
あ
る
か
。
 

 

愛
知
自
治
体

キ
ャ
ラ
バ
ン

の
報
告
に
よ
れ
ば
、
無
償
は
、

豊
根
村
の
み
。
安
城
市
、
岩

倉
市
、
扶
桑
町
は
第
3
子
以

降
を
無
償
に
し
て
い
る
。
 

　
保
育
園
の
給
食
費
に
つ
い

て
は
、
新
城
市
、
東
浦
町
、

東
栄
町
、
豊
根
村
の
4
市
町

村
が
無
償
化
し
て
い
る
。
 

 

本
町
で
も
給
食
費
の
無

償
化
を
。
 

 

町
の
財
政
運

営
を
考
え
る

と
、
従
来
の
施
策
を
維
持
し

た
い
が
、
そ
の
充
実
や
新
規

施
策
へ
の
対
応
は
難
し
い
。
 

　
一
方
で
、
家
庭
の
経
済
的

格
差
に
よ
る
義
務
教
育
へ
の

影
響
を
少
し
で
も
食
い
止
め

る
施
策
の
検
討
・
実
施
を
優

先
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
。
 

問 

問 生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

未更新情報の定期的な見直しを 
総務部長 今後は掲載期間の設定などする 

町ホームページ 

これって、最新の情報なのかなぁ?

「注意一秒 怪我一生」 
「後悔先に立たず」ですよ 

乗り継ぎに配慮されたダイヤ
となっています 

本町は半額を補助して保護者の負担を
軽減 

も
っ
と
危
機
感
を
持
っ
た
対
応
を
 

部
長 

再
考
す
べ
き
と
こ
ろ
は
再
考
し
て
い
く 

交
通
安
全
対
策 
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一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

3
歳
未
満
児
の
保
育
料

は
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
は
無
償
だ
が
、
課
税
世
帯

は
無
償
で
は
な
い
。
 

　
全
て
の
保
育
料
を
無
償
に

し
な
い
と
少
子
化
対
策
に
は

な
ら
な
い
と
思
う
が
、
検
討

し
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。
 

 

少
子
化
対
策

の
1
つ
と
し

て
、
3
歳
未
満
児
の
保
育
料

を
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
無

償
と
す
る
こ
と
は
有
効
と
考

え
る
。
 

　
し
か
し
、
現
時
点
で
は
子

供
を
中
心
と
し
た
子
育
て
支

援
拠
点
の
整
備
や
質
の
高
い

保
育
を
展
開
す
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
る
た
め
、
課

税
世
帯
も
無
償
に
す
る
こ
と

は
検
討
し
て
い
な
い
。
 

問 

健
康
福
祉
部
長 

耳
が
悪
い
と
言
わ
れ
た

ら
、
早
い
段
階
で
補
聴

器
に
慣
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。
 

　
W
H
O
は
、
聴
力
レ
ベ
ル

41
デ
シ
ベ
ル
以
上
か
ら
補
聴

器
の
装
着
を
推
奨
し
て
お
り
、

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
さ

な
い
よ
う
に
、
補
聴
器
を
つ

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
決

で
き
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。
 

　
そ
う
い
う
き
っ
か
け
に
す

る
う
え
で
も
補
助
制
度
が
あ

る
と
手
に
し
や
す
い
と
思
う

が
、
町
の
見
解
は
。
 

 

日
本
耳
鼻
咽

喉
科
学
会
が

推
奨
す
る
「
聞
こ
え
の
検
査
」

や
「
聞
こ
え
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
補
聴
器
の
利
用
」
に
つ
い

て
、
そ
の
有
効
性
は
理
解
し

て
い
る
。
し
か
し
、
将
来
的

に
高
齢
者
が
急
増
す
る
現
状

を
踏
ま
え
る
と
、
継
続
的
な

助
成
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
 

　
ま
ず
は
、
加
齢
性
難
聴
の

予
防
と
し
て
、
規
則
正
し
い

生
活
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
の
摂
取
、
適
度
な

運
動
や
社
会
参
加
な
ど
の
生

活
習
慣
病
予
防
や
重
症
化
予

防
に
取
組
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
啓
発
を
続
け
る
。
 

問 

健
康
福
祉
部
長 

補聴器購入補助への見解は 
部長 高齢者が増える状況で助成は困難 

保
育
料
の
完
全
無
償
化
を
目
指
す
べ
き
 

部
長 
子
育
て
拠
点
の
整
備
な
ど
を
優
先 

令和5年3月定例会 
一般質問（吉田議員） 

聴力レベル 
～41デシベルの聞こえ方は～ 

聴力レベルの40～69デシベルは中等
度難聴に分類され、普通の大きさの声の
会話が聞き取りにくく感じられるため、
補聴器の装着が推奨されるとのことです 

議会を代表してお祝いの言葉を述べる齊木議長 

吉田正議員は在職27年以上、丹羽勉議員及び岡孝夫議員は在職15年以上により、表彰
されました 

　
令
和
5
年
3
月
26
日
（
日
）

に
町
制
60
周
年
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
、
議
員
も
来
賓
と

し
て
出
席
し
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
大
口
町
の
誕

生
60
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
そ
の
記
念
行
事
の

一
つ
と
し
て
、
五
条
川
に
新

し
く
架
け
ら
れ
た
木
製
の
「
花

見
橋
」
の
渡
り
初
め
式
に
も

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
 

　
令
和
5
年
度
か
ら
町
の
下

水
道
事
業
の
会
計
方
式
が
従

来
の
官
庁
会
計
と
呼
ば
れ
る

方
式
か
ら
変
更
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
令
和
5
年
3
月
3

日
、
公
認
会
計
士
・
税
理
士

の
林
氏
を
講
師
に
迎
え
て
、

地
方
公
営
企
業
会
計
の
勉
強

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
、
企
業
会
計
の
基

本
と
も
い
え
る
貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
計
算
書
な
ど
の
主
要

な
財
務
諸
表
の
説
明
を
受
け
、

そ
れ
ら
を
用
い
た
財
務
分
析

の
手
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
 

　
全
国
町
村
議
長
会
か
ら
、

吉
田
正
議
員
、
岡
孝
夫
議
員
、

丹
羽
勉
議
員
に
自
治
功
労
の

表
彰
が
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
に
対
し
て

齊
木
一
三
議
長
か
ら
表
彰
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
自
治
功
労
者
表
彰
は
、
在

職
15
年
以
上
の
議
員
に
対
し
、

長
年
に
わ
た
っ
て
地
方
自
治

の
振
興
・
発
展
に
寄
与
し
た

と
し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。
 

議会
あれこれ
議会

あれこれ

町
制
施
行
60
周
年
を
祝
福
 

地
方
公
営
企
業
会
計
勉
強
会
を
開
催
 

3
議
員
が
自
治
功
労
者
表
彰
を
受
賞
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吉
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正

 

3
歳
未
満
児
の
保
育
料

は
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
は
無
償
だ
が
、
課
税
世
帯

は
無
償
で
は
な
い
。
 

　
全
て
の
保
育
料
を
無
償
に

し
な
い
と
少
子
化
対
策
に
は

な
ら
な
い
と
思
う
が
、
検
討

し
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。
 

 

少
子
化
対
策

の
1
つ
と
し

て
、
3
歳
未
満
児
の
保
育
料

を
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
無

償
と
す
る
こ
と
は
有
効
と
考

え
る
。
 

　
し
か
し
、
現
時
点
で
は
子

供
を
中
心
と
し
た
子
育
て
支

援
拠
点
の
整
備
や
質
の
高
い

保
育
を
展
開
す
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
る
た
め
、
課

税
世
帯
も
無
償
に
す
る
こ
と

は
検
討
し
て
い
な
い
。
 

問 

健
康
福
祉
部
長 

耳
が
悪
い
と
言
わ
れ
た

ら
、
早
い
段
階
で
補
聴

器
に
慣
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。
 

　
W
H
O
は
、
聴
力
レ
ベ
ル

41
デ
シ
ベ
ル
以
上
か
ら
補
聴

器
の
装
着
を
推
奨
し
て
お
り
、

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
さ

な
い
よ
う
に
、
補
聴
器
を
つ

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
決

で
き
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。
 

　
そ
う
い
う
き
っ
か
け
に
す

る
う
え
で
も
補
助
制
度
が
あ

る
と
手
に
し
や
す
い
と
思
う

が
、
町
の
見
解
は
。
 

 

日
本
耳
鼻
咽

喉
科
学
会
が

推
奨
す
る
「
聞
こ
え
の
検
査
」

や
「
聞
こ
え
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
補
聴
器
の
利
用
」
に
つ
い

て
、
そ
の
有
効
性
は
理
解
し

て
い
る
。
し
か
し
、
将
来
的

に
高
齢
者
が
急
増
す
る
現
状

を
踏
ま
え
る
と
、
継
続
的
な

助
成
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
 

　
ま
ず
は
、
加
齢
性
難
聴
の

予
防
と
し
て
、
規
則
正
し
い

生
活
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
の
摂
取
、
適
度
な

運
動
や
社
会
参
加
な
ど
の
生

活
習
慣
病
予
防
や
重
症
化
予

防
に
取
組
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
啓
発
を
続
け
る
。
 

問 

健
康
福
祉
部
長 

補聴器購入補助への見解は 
部長 高齢者が増える状況で助成は困難 

保
育
料
の
完
全
無
償
化
を
目
指
す
べ
き
 

部
長 

子
育
て
拠
点
の
整
備
な
ど
を
優
先 

令和5年3月定例会 
一般質問（吉田議員） 

聴力レベル 
～41デシベルの聞こえ方は～ 

聴力レベルの40～69デシベルは中等
度難聴に分類され、普通の大きさの声の
会話が聞き取りにくく感じられるため、
補聴器の装着が推奨されるとのことです 

議会を代表してお祝いの言葉を述べる齊木議長 

吉田正議員は在職27年以上、丹羽勉議員及び岡孝夫議員は在職15年以上により、表彰
されました 

　
令
和
5
年
3
月
26
日
（
日
）

に
町
制
60
周
年
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
、
議
員
も
来
賓
と

し
て
出
席
し
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
大
口
町
の
誕

生
60
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
そ
の
記
念
行
事
の

一
つ
と
し
て
、
五
条
川
に
新

し
く
架
け
ら
れ
た
木
製
の
「
花

見
橋
」
の
渡
り
初
め
式
に
も

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
 

　
令
和
5
年
度
か
ら
町
の
下

水
道
事
業
の
会
計
方
式
が
従

来
の
官
庁
会
計
と
呼
ば
れ
る

方
式
か
ら
変
更
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
令
和
5
年
3
月
3

日
、
公
認
会
計
士
・
税
理
士

の
林
氏
を
講
師
に
迎
え
て
、

地
方
公
営
企
業
会
計
の
勉
強

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
、
企
業
会
計
の
基

本
と
も
い
え
る
貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
計
算
書
な
ど
の
主
要

な
財
務
諸
表
の
説
明
を
受
け
、

そ
れ
ら
を
用
い
た
財
務
分
析

の
手
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
 

　
全
国
町
村
議
長
会
か
ら
、

吉
田
正
議
員
、
岡
孝
夫
議
員
、

丹
羽
勉
議
員
に
自
治
功
労
の

表
彰
が
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
に
対
し
て

齊
木
一
三
議
長
か
ら
表
彰
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
自
治
功
労
者
表
彰
は
、
在

職
15
年
以
上
の
議
員
に
対
し
、

長
年
に
わ
た
っ
て
地
方
自
治

の
振
興
・
発
展
に
寄
与
し
た

と
し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。
 

議会
あれこれ
議会

あれこれ

町
制
施
行
60
周
年
を
祝
福
 

地
方
公
営
企
業
会
計
勉
強
会
を
開
催
 

3
議
員
が
自
治
功
労
者
表
彰
を
受
賞
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議
会

だ
よ

り
 

発
行

／
大

口
町

議
会

　
編

集
／

議
会

広
聴

広
報

常
任

委
員

会
 

議
会

だ
よ

り
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

 

〒
480-0144 愛

知
県

丹
羽

郡
大

口
町

下
小

口
七

丁
目

155番
地

 
T

EL（
0587）95-1702（

直
通

）　
 FA

X
 95-1454

おおぐち町民一日議会を開催 
令和5年度当初予算を審議 
一　般　質　問 

空き家対策、税制面での支援を 
終活支援　独自のエンディングノート配布は 
保育料の完全無償化を目指すべき　ほか 

議会あれこれ　地方公営企業会計勉強会を開催 

2～5 
6～9 

13～18 
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議会だより 議会だより 

会議録が閲覧できます 
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

6月定例会予定 
6月 2日（金） 開会・提案説明 
6月 6日（火） 一般質問 
6月 7日（水） 一般質問 
6月 9日（金） 議案質疑 
6月13日（火） 総務建設常任委員会 
6月15日（木） 文教福祉常任委員会 
6月21日（水） 討論・採決・閉会 
※日程は、変更になる場合があります。 

発
行
責
任
者 

議

長

 

議
会
広
聴
広
報
常
任
委
員
会 

委
員
長

 

副
委
員
長 

委

員

 

 

齊

木

一

三

 
 

丹

羽

　

孝

 

岡

　

孝

夫

 

江
幡
満
世
志 

佐
名
か
よ
子 

江

口

昌

史

 

大

竹

伸

一

 

大口町議会 
ホームページ 
大口町議会 

ホームページ 　新型コロナウイルス感染予防のため傍聴をご遠慮いただく可能性
があります。その際は、Youtubeの大口町議会公式チャンネルにて
生中継を行います（※町ホームページ⇒町議会⇒お知らせ）。 
　詳しくは議会事務局までお問い合わせください。 

6月定例会の傍聴について ※委員会を除く 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

寄
付
行
為
の
禁
止 

 

寄
付
行
為
の
禁
止 

 

～大口町に期待することは？～ 
　まちかどインタビューでは、毎号2人の住民の方から「大口町に期待すること」について一言を書
いていただき、その思い（または理由）を伺います。その内容については、住民の声として今後の議
会活動の参考にいたします。 

　公園にはベンチや遊具もあり近隣住民や子供たちの
憩いの場となっています。子供や足腰の弱い高齢者も
利用しやすいように洋式トイレの設置をお願いします。 
（関連記事9ページ） 

（木村さん　豊田地区） 

　町内の横断歩道が薄くなっているため見づら
いです。また、夜の横断歩道も見やすくなるよ
うに街路灯の設置もお願いします。 

（榊原さん　余野地区） 

ま ち か ど イ ン タ ビ ュ ー 

住民の方が一日議員となって身近な問題について町長などに質問や提案をしました 
（2月26日　大口町役場議場　おおぐち町民一日議会） 

3 月
定

例
会

 N
o.2

3
6

令
和

5
年

4
月

2
1

日
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